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春らしい穏やかな日和に恵まれた４月１２日、泉南市立幼稚園（９園）で、一斉

に入園式が行われ、317名の子ども達が、保護者に手を引かれ幼稚園の門をくぐり

ました。

信達幼稚園（写真）でも、色とりどりの花々に迎えられ、元気いっぱい８８名の

新入園児が入園し、これから始まる新しい生活に、親子共々胸を弾ませていました。

泉南市立幼稚園では、『遊び』からの学びを通して、小学校以降の学習の基盤づく

りを行っています。新入園児達は、これから各幼稚園で繰り広げられる様々な体験

活動に、身体も心も大きく成長していくことでしょう。 （４月１２日）

新しい春のはじまり
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総額407億8,126万円
▼一般会計：211億4,892万円
▼特別会計等：196億3,234万円

歳出（一般会計）
市が使うお金蜷

市　税 
88億1,944万円 

市債 
35億8,000万円 

国庫支出金 
25億7,594万円 

地方交付税 
20億2,000万円 

地方譲与税 
各種交付金 
　13億5,002万円 

繰入金 
11億5,467万円 

府支出金・7億9,329万円 
その他・5億1,893万円 

使用料及び手数料 
　　３億3,663万円 

消防費 
11億0,616万円 

民生費 
66億7,713万円 

公債費 
36億4,849万円 

土木費 
30億1,779万円 

教育費 
21億7,182万円 

総務費 
17億8,278万円 

衛生費 
17億 
　5,392万円 

農林水産費 
4億2,903万円 

議会費・３億0,847万円 

商工費・6,258万円 
諸支出金・1 億8,575万円 

予備費・500万円 

前年度の歳入予算（一般会計）
※総　額＝201億8,124万円
▼市税＝93億1,748万円▼国庫支出金＝24億9,358万円▼市
債＝26億7,460万円▼地方交付税＝17億4,993万円▼地方譲
与税・各種交付金＝12億0,030万円▼繰入金＝10億9,801万
円▼府支出金＝８億9,896万円▼その他＝4億3,092万円▼
使用料及び手数料＝３億1,746万円

特別会計等の内訳
※総　額＝196億3,234万円
▼国民健康保険事業特別会計＝63億8,854万円
▼老人保健特別会計＝49億3,929万円
▼下水道事業特別会計＝23億9,810万円
▼汚水処理施設管理特別会計＝2,430万円
▼介護保険事業特別会計＝26億3,349万円
▼樽井地区外財産区会計＝７億4,652万円
▼水道事業会計＝25億0,210万円

前年度の歳出予算（一般会計）
※総　額＝201億8,124万円
▼民生費＝63億7,624万円▼土木費＝26億8,574万円▼公債
費＝31億5,714万円▼教育費＝22億1,897万円▼総務費＝20
億6,453万円▼衛生費＝17億0,272万円▼消防費＝10億0,140
万円▼農林水産費＝5億6,260万円▼議会費＝３億2,327万
円▼商工費＝6,561万円▼諸支出金＝1,802万円▼予備費＝
500万円

歳入（一般会計）
蜻市に入るお金

今月の主な内容

消防本部
水道部
清掃課
保健センター
市民体育館
文化ホール
図書館
青少年センター
人権ふれあいセンター
樽井公民館
新家公民館
信達公民館
西信達公民館
あいぴあ泉南
古代史博物館

薀祕０１１９
薀祗６５５１
薀祟５８７５
薀祗７６１５
薀祗１０００
薀祗７７６７
薀祗７７６６
薀祚３５００
薀祟６４４７
薀祟４３６１
薀祟９３１４
薀祟９２６４
薀祟９２７０
薀祕０７０７
薀祟６７８９

記事中の問い合わせ
内線番号が書かれたものは、
市役所（薀83-0001）へ
その他については、下記へ
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【【
予
算
編
成
の
基
本
方
針
】

本
市
の
財
政
状
況
は
、
五
年
連
続
の
赤
字
決
算
で
、
極
め
て
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
他
方
、

市
政
に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
は
年
々
多
様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
を
的
確
に
把
握
し
、
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
や
生
活
環

境
の
整
備
な
ど
市
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
更
に
は
、
新
た
な
行
政
需
要
に
即
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
十
四
年
九
月
に
は
、
本
市
の
危
機
的
状
況
を
打
破
す
る
た
め
に
は
財
政
構
造
を

改
革
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
実
質
収
支
の
黒
字
転
化
の
み
な
ら
ず
、
経
常
収
支
の
改
善
を
も
内
容
と
す
る

「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
六
年
度
は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」

に
掲
げ
る
実
質
収
支
の
黒
字
転
化
を
実
現
す
る
年
で
あ
り
、
正
に
本
市
の
財
政
健
全
化
に
対
す
る
取
組
み
の
真
価
が
問

わ
れ
る
年
と
な
り
ま
す
。
新
年
度
の
予
算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、「
財
政
健
全
化
計
画
」
の
理
念
で
あ
る
財
政
構
造
の
改

革
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
同
計
画
の
内
容
を
着
実
に
遂
行
す
る
も
の
と
し
ま
し
た
。
更
に
は
、
旧
習
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
な
く
施
策
・
事
業
の
全
般
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
行
政
経
費
の
節
減
と
合
理
化
を
進
め
、
限
ら
れ
た
財
源

の
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。
以
上
の
基
本
方
針
に
よ
り
、「
水
・
緑
・
夢
あ
ふ
れ
る
生
活
創
造
都
市
」

の
形
成
に
向
け
た
新
年
度
の
予
算
編
成
に
臨
み
ま
し
た
。

平平
成成
十十
六六
年年
度度
予予
算算
がが
決決
定定
！！

泉南市の人口（３月末現在）
人口‥‥‥‥65,573人
男‥‥‥31,982人
女‥‥‥33,591人

世帯数‥‥23,480世帯

水水
・・
緑緑
・・
夢夢
ああ
ふふ
れれ
るる

生生
活活
創創
造造
都都
市市
・・
泉泉
南南
のの
実実
現現
にに
向向
けけ
てて

「広報せんなん」をホームページ

で閲覧できます。

アドレス:http://www.city.sennan.

osaka.jp/jyoukan/catv_kouhou/k

ouhou/kouhou1.htm
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盧すべてのひとが共同参画できる共生の地域づくり

笊人権尊重の社会の実現▼人権啓発事業＝920万円▼人権教育

事業＝208万円▼人権教育研究事業＝378万円▼啓発事業＝325

万円▼人権ふれあいセンターの運営＝1,287万円▼労働対策事

業＝19万円▼非核平和事業＝46万円笆男女共同参画社会の実

現▼女性政策の推進＝337万円

盪子どもがいきいきと学べる学校づくり

笊幼児教育の充実▼教育研究施策＝978万円▼学校施設整備事

業＝9,390万円▼教育扶助施策＝１億1,003万円笆義務教育の充

実▼語学指導等を行う外国青年招致事業＝465万円▼特色ある

教育活動推進事業＝128万円▼総合的教育力活性化事業＝40万

円▼学校給食事業＝１億1,535万円▼青少年サポート推進事

業＝280万円▼学校図書館整理要員事業＝724万円▼進路選択

支援事業＝150万円★家庭の教育機能総合支援モデル事業＝

370万円★「子ども安全パトロール隊」街頭犯罪抑止事業＝

813万円

蘯だれでも、いつでも、どこでも学べる社会づくり

笊生涯学習推進システムの整備▼公民館事業＝2,107万円▼図

書館事業＝4,876万円笆生涯学習社会をめざして▼成人教育事

業＝347万円▼青少年教育事業＝279万円▼青少年の健全育成

事業＝366万円▼青少年の森開設事業＝271万円▼青少年セン

ター事業＝1,699万円▼社会体育推進事業＝547万円▼体育施設

貸出事業＝5,013万円▼学校プールの一般開放＝2,312万円

盻文化・歴史を活かした豊かな心づくり

笊歴史的資産の保全と活用▼文化財保護事業＝1,567万円▼史

跡海会寺跡広場事業＝544万円▼埋蔵文化財センター事業＝

1,498万円▼市史編纂事業＝80万円笆市民文化の創造▼文化ホ

ール事業＝2,333万円

第１章・ふれあいのあるまち第１章・ふれあいのあるまち
いきがいのあるまちいきがいのあるまち

盧環境にやさしいまちの基盤づくり
笊環境問題への取り組み▼公害対策事業＝1,004万円▼塵芥処

理事業＝5億8,462万円▼し尿処理事業＝3億9,159万円▼環境整

備対策事業＝352万円▼合併処理浄化槽設置整備事業＝1,119万

円▼火葬場環境整備事業＝3,009万円

盪安全で災害に強い防災都市づくり
笊総合防災体制の確立▼溜池改修事業＝2,619万円▼河川維持

改良事業＝650万円▼防災備品の整備＝60万円★自主防災組織

育成事業＝120万円笆消防体制の強化▼消防施設の整備＝1億

7,133万円▼消防水利の整備＝180万円▼消防体制の整備＝7,000

万円

蘯安全で便利な地域づくり
笊公共交通機関の整備と交通安全対策▼交通安全対策事業＝

7,015万円笆防犯対策の充実▼防犯対策事業＝166万円

盻都市、自然と調和したものづくり
笊農林業の振興▼農業振興事業＝507万円▼水田農業経営確立

対策事業＝157万円▼（仮称）農業公園整備事業＝2億4,390万

円▼水路改修事業＝903万円★農道整備事業＝1,569万円笆水産

業の振興▼水産振興事業＝228万円

眈泉南ブランドづくり
笊工業の振興▼企業誘致促進事業＝395万円笆商業の振興▼商

工業振興事業＝1,615万円★大型店出店対策事業＝350万円笳観

光・レクリエーションの振興▼海水浴場の開設＝11万円▼広

域観光振興事業＝55万円▼観光ガイドマップの作成＝35万円

▼つばさのまちフェスタの開催＝1,215万円

眇充実した労働・消費生活づくり
笊労働生活の充実▼労働者定着対策事業＝４万円▼中小企業

退職金共済掛金補助事業＝201万円▼地域就労支援事業＝390

万円▼労働教育等振興対策事業＝35万円▼労働行政対策事

業＝50万円笆消費生活の充実▼消費者相談員の設置＝282万円

▼商品量目調査の実施＝２万円▼消費者啓発事業＝12万円

眄利便性を向上する情報ネットワークづくり
笊情報網の整備▼ＣＡＴＶ事業の推進＝1,310万円▼行政情報

ネットワーク整備事業＝3,198万円★公共施設予約システム導

入検討調査＝100万円

第３章・安全なまち第３章・安全なまち
活力のあるまち活力のあるまち

★印は新規の事業です

図書館・文化ホール

（仮称）泉南市農業公園
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盧市民の健康づくり
笊保健・医療の充実▼保健対策事業＝6,470万円▼予防対策事業＝
3,102万円▼母子保健対策事業＝2,552万円▼衛生害虫駆除対策事業＝
64万円▼休日診療の業務委託＝50万円▼救急医療施設運営事業＝110
万円▼老人医療助成事業＝４億6,428万円▼障害者医療助成事業＝
8,614万円▼乳幼児医療助成事業＝7,295万円▼母子家庭医療助成事
業＝3,901万円▼国民健康保険被保険者の負担軽減＝５億4,717万円
盪ともに生きる社会づくり
笊地域福祉▼総合福祉センター事業＝１億0,023万円▼福祉関係団体
助成事業＝3,615万円▼戦没者遺族援護事業＝153万円▼疾患者・り病
者等援護事業＝594万円▼被災者援護事業＝760万円笆高齢者福祉▼
ボランティア活動対策事業＝110万円▼心配事相談事業＝15万円★シ
ルバーハウジング事業＝352万円▼自立支援サービス事業＝2,984万円
▼在宅介護支援事業＝2,194万円▼介護関連サービス事業＝1,650万円
▼人材確保対策事業＝108万円▼施設入所対策事業＝1,079万円▼老人
集会場運営事業＝2,223万円▼（仮称）樽井第二老人集会場建設事
業＝1億2,010万円▼いきがいづくり推進事業＝1,912万円▼ご長寿お祝
い事業＝1,010万円▼水道料金福祉減免事業＝136万円▼介護保険事業
の運営＝4億4,671万円▼ほっと介護相談員登録事業＝123万円▼介護

保険利用者負担軽減事業＝189万円★ケアマネジメントリーダー活動
支援事業＝21万円笳障害者（児）福祉▼身体障害者福祉対策事業＝
１億6,788万円▼子ども支援事業＝382万円▼知的障害者福祉対策事
業＝3億6,105万円▼障害者団体等への助成＝78万円▼障害者スポーツ
推進事業＝20万円▼精神障害者福祉対策事業＝2,537万円▼啓発事
業＝12万円▼その他の障害福祉事業＝2,398万円笘児童福祉▼公立保
育所事業＝１億6,161万円▼民間保育所対策事業＝１億9,440万円▼留
守家庭児童対策事業＝1,033万円▼児童扶助事業＝３億2,419万円▼母
子福祉事業＝２億6,258万円▼子育て支援事業＝84万円笙低所得者福
祉▼生活保護事業＝16億7,870万円

盧水・緑の環境づくり
笊水・緑環境の保全と活用▼公共下水道事業＝11億1,650万円笆

公園・緑地の整備▼公園等の管理事業＝5,096万円

盪住みたい生活環境づくり
笊市街地の整備▼生産緑地地区の都市計画変更の実施＝36万円

▼都市計画調査委託の実施＝600万円★旧済生会泉南病院等の

跡地利用構想策定事業＝118万円笆良好な住環境の形成▼市営

住宅の管理＝5,873万円▼環境整備事業＝1,731万円▼住居表示

維持管理業務の実施＝6万円笳河川・上下水道の整備▼排水路

維持改修事業＝797万円

蘯交流ネットワークづくり
笊拠点地区の整備と交流軸の形成▼和泉砂川駅前整備事業＝

507万円笆道路の整備▼関西国際空港連絡南ルート等早期実現

期成会事業＝10万円▼信達樽井線改良事業＝6億4,920万円▼砂

川樫井線新設事業＝１億9,635万円▼市場長慶寺砂川線改良事

業＝1億8,405万円▼防潮堤道路整備事業＝１億4,521万円▼道路

新設改良事業＝8,179万円▼道路維持修繕事業＝9,733万円▼道

路台帳整備事業＝500万円

盧市民参加の推進

▼ＡＢＣ委員会への助成＝350万円▼情報公開制度・個人

情報保護制度の推進＝107万円▼広報活動の充実＝1,974万

円▼公聴事業の推進＝116万円

盪行政運営の活性化

★行政評価システム導入支援業務＝500万円▼住民情報シ

ステムの運用＝9,702万円▼財務会計システムの運用＝

1,231万円

蘯財政運営の効率化

盻広域行政の推進

▼国内交流事業＝１万円★泉州南合併協議会事業＝800万

円★合併についての意思を問う住民投票＝571万円

第４章・快適なまち第４章・快適なまち
個性のあるまち個性のあるまち

第５章・構想実現のために第５章・構想実現のために

牧野公園

ＡＢＣまつり

大阪府済生会新泉南病院

第２章・げんきなまち第２章・げんきなまち
やさしさのあるまちやさしさのあるまち
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▼
と
き
＝
笊
五
月
二
十
六
日
貉
笆
六
月

二
十
三
日
貉
笳
七
月
十
四
日
貉
の
午
前

十
時
〜
正
午
（
全
三
回
）
▼
と
こ
ろ
＝

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
内
容
＝
ス
ト

ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
（
素
語
り
）
に
つ
い

て
▼
講
師
＝
土
屋
知
子

つ
ち
や
と
も
こ

さ
ん
▼
対
象
＝

お
は
な
し
を
聞
い
て
み
た
い
大
人
▼
参

加
費
＝
無
料
▼
定
員
＝
四
〇
人
（
先
着

順
）
▼
申
込
み
＝
五
月
十
日
豺
以
降
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
泉
南
市
絵
本
と
お

は
な
し
の
会
事
務
局
（
薀
／
蕭
礇
７
４

２
６
）
へ
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

文
化
や
遊
び
を
通
し
て
、
東
欧
の

国
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
知
ろ
う
。

▼
と
き
＝
五
月
十
五
日
貍
〜
七
月
十
七

日
貍
の
毎
週
土
曜
日
、
午
後
一
時
半
〜

三
時
（
全
一
〇
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少

年
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
＝
中
谷
ス
ネ
ジ
ャ

ナ
さ
ん
▼
対
象
＝
小
学
四
〜
六
年
生
▼

定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
材
料
費
等
は
実
費
負
担
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
日
豺
（
必

着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル

に
、
ネ
ィ
テ
ィ
ブ
参
加
希
望
、
参
加

者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（e-m

ail
:
seishonen-

center@
city.sennan.osaka.jp

）

友
だ
ち
や
親
子
で
よ
さ
こ
い
踊
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
十
五
日
貍
〜
十
一
月
二

十
日
貍
の
毎
月
第
一
・
三
土
曜
日
、
午

後
一
時
半
〜
三
時
半
（
全
十
二
回
）
▼

と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝

小
・
中
学
生
と
保
護
者
▼
定
員
＝
二
〇

人
▼
参
加
費
＝
無
料
。
但
し
、
五
〇
〇

円
（
保
険
代
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝

五
月
十
日
豺
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復

ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
よ
さ
こ
い
踊
り

参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
参
加
人
数
、
住

所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（e-m

ail
:

seishonen-
center@

city.
sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
五
月
十
五
日
貍
〜
六
月
五
日

貍
の
毎
週
土
曜
日
、
午
前
十
時
〜
正
午

（
全
四
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
小
学
四
〜
中
学
三
年
生

▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
参
加
費
＝
五
〇
〇
円
▼
申
込

み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
日
豺
（
必
着
）

ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
、

ビ
ー
ズ
教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び

保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽

井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ

ー
（e-m

ail
:
seishonen-center@

city.sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
五
月
二
十
二
日
貍
午
前
九
時

半
〜
十
一
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
保
護

者
※
小
学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

の
こ
と
▼
定
員
＝
二
〇
名
（
多
数
の
場

合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
二
〇
〇
円
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
二
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ

ー
ル
に
、
日
焼
け
止
め
作
り
参
加
希
望
、

参
加
者
・
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
）
、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、

学
年
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五

二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・

青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-m

ail
:seisho

nen-center@
city.sennan.osaka.jp

）

泉
南
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
六
日
豸
以
降
の
毎
週

日
曜
日
、
午
前
十
一
時
〜
午
後
一
時

（
全
一
〇
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
双
子
川
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
（
ク
レ
ー
コ
ー
ト
）
▼
対

象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
十
八
歳
以
上

の
方
▼
参
加
費
＝
三
〇
〇
〇
円
（
傷
害

保
険
含
む
）
▼
そ
の
他
＝
初
心
者
の
方

に
も
親
切
に
指
導
し
ま
す
▼
申
込
み
・

問
合
せ
＝
五
月
十
五
日
貍
ま
で
に
、
お

電
話
で
泉
南
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
事

務
局
（
薀
祗
２
３
７
８
）

青
少
年
セ
ン
タ
ー

世
界
の
国
を
知
ろ
う

よ
さ
こ
い
お
ど
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
セ
ン
タ
ー

初
め
て
の
ビ
ー
ズ
教
室

泉
南
市
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

お
は
な
し
の
講
座

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

手
作
り
の
日
焼
け
止
め

ク
リ
ー
ム
を
作
ろ
う

▼応募資格＝近畿2府4県にお住まいの小学生

以上の方（応募は1人につき1点に限る）

▼応募方法＝ハガキ、ファクス、Eメール、

泉州南合併協議会ホームページ（http://

www.sensyu-minami.jp）内にある応募フォ

ーム、専用応募用紙（専用応募用紙・応募箱

は3市2町の市役所・町役場に設置）のいずれ

かに、次の笊～笳の必要事項を記入してご応

募ください。

笊新市の名称

※但し、現在の3市2町の名称（泉佐野市、泉

南市、阪南市、田尻町、岬町）の使用は不可

とします※名称は、漢字・ひらがな・カタカ

ナのいずれか、またはこれらを組み合わせて

使用してください。また、漢字を使用する場

合は、必ずふりがなを記入してください。

笆新しい市の名称の理由や意味

笳応募者の住所、氏名（ふりがな）、年齢、

電話番号

▼応募受付期間＝平成16年5月10日豺～6月9

日貉（消印有効）

▼賞　品＝①名付け親大賞＝新市の名称に採

用された、応募者の中から抽選のうえ1名に

10万円相当の全国共通商品券又は旅行券を贈

呈します②名付け親賞＝名付け親大賞の抽選

にもれた方の中から、抽選の上、4名に1万円

相当の全国共通商品券又は旅行券を贈呈しま

す。

▼その他＝応募作品に関する一切の権利は、

泉州南合併協議会に帰属します。詳しくは泉

州南合併協議会ホームページ、泉州南合併協

議会だより第5号をご参照ください。

▼応募先及び問合せ先＝〒598－0011泉佐野

市高松北1－2－40・泉州南合併協議会事務局

（薀磬６４４４／蕭磬６４４３／http ://

www.sensyu-minami.jp／e-mail : gappei@

sensyu-minami.jp）

泉州南合併協議会（泉佐野市・泉南市・阪

南市・田尻町・岬町）では、合併に対する住

民の関心を高めるとともに、この地域のＰＲ

を図るため、３市２町が合併した場合の軆新

しい市躱にふさわしい名称を募集します。

 

人
形
劇
団
ク
ラ
ル
テ
の
新
作
を
お
届

け
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
‥
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
二
日
貍
午
後
二
時

半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー

ル
・
展
示
室
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
き
つ
ね

の
お
ふ
ろ
（
原
作
／
国
松

く
に
ま
つ

エ
リ
カ
）、

か
っ
て
な
く
ま
（
原
作
／
佐
野
洋
子

さ
の
よ
う
こ

）

▼
対
象
＝
四
歳
以
上
、
小
学
二
年
生
位

ま
で
の
子
ど
も
※
身
体
的
、
精
神
的
な

理
由
で
保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
な

場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
▼
定
員
＝
一

四
〇
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
み
＝
五
月
八
日
貍
午
前
十
時
か

ら
図
書
館
一
階
で
申
込
み
受
付
を
開
始

し
ま
す
※
受
付
時
に
参
加
者
の
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
い
た
だ
き

ま
す
▼
問
合
せ
＝
図
書
館

皐
月

さ
つ
き

の
古
道
は
全
山
濃
淡
綾
な
す
緑

に
包
ま
れ
、
ま
さ
に
春
爛
漫

は
る
ら
ん
ま
ん

の
山
歩
き

と
な
り
ま
す
。
熊
野
本
宮
大
社
ま
で
あ

と
約
四
〇
㌔
。
今
回
は
、
滝
尻
か
ら
近

露
ま
で
の
約
一
五
㌔
の
古
道
聖
域
を
探

訪
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
十
五
日
貍
午
前
七
時
に

Ｊ
Ｒ
和
泉
砂
川
駅
海
側
改
札
口
に
集
合

※
雨
天
の
場
合
は
五
月
二
十
二
日
貍
に

順
延
▼
コ
ー
ス
＝
滝
尻

た
き
じ
り

王
子
〜

乳
岩

ち
ち
い
わ

・
胎
内

た
い
な
い

く
ぐ
り
〜
不
寝

ね

ず

王
子
〜

高
原
熊
野

た
か
は
ら
く
ま
の

神
社
〜

大
門

だ
い
も
ん

王
子
〜

十

丈

じ
ゅ
う
じ
ょ
う

王
子
〜
小
判
地
蔵

こ

ば

ん

じ

ぞ

う

〜

悪
四
郎
山

あ
く
し
ろ
う
や
ま

〜
三
体
月

さ
ん
た
い
づ
き

〜
大
坂
本

お
お
さ
か
も
と

王

子

〜

牛
馬
童
子

ぎ
ゅ
う
ば
ど
う
じ

〜

箸
折

は
し
お
れ

の

宝
篋
印
塔

ほ
う
ち
ょ
う
い
ん
と
う

〜
近
露

ち
か
つ
ゆ

王
子
※
約
一
五

誅
で
六
時
間
▼
参
加
費
＝
四
〇
〇
〇
円

（
資
料
・
保
険
・
バ
ス
代
）
▼
定
員
＝

二
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
▼
携

行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、
履
き
慣
れ
た
靴
、

杖
、
帽
子
、
タ
オ
ル
▼
申
込
み
＝
五
月

八
日
貍
（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ

キ
に
熊
野
古
道
を
歩
く
参
加
希
望
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
〇
四
泉
南
市

信
達
市
場
一
〇
九
七
の
二
・
片
木
雅
美

様
方
・
泉
南
歴
史
研
究
会
事
務
局
（
薀

祗
５
６
７
１
）
へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
四
七
）

豊
か
な
言
葉
で
想
像
の
世
界
が
広
が

る
‥
図
書
館
で
は
軈
お
は
な
し
軋
を
通

し
て
、
楽
し
い
本
の
魅
力
を
子
ど
も
た

ち
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き
・
内
容
・
対
象
＝
五
月
八
日
貍

笊
小
さ
い
子
の
時
間
（
午
後
二
時
半
〜

三
時
で
四
歳
以
上
小
学
二
年
生
以
下
）

笆
大
き
い
子
の
時
間
（
午
後
三
時
〜
三

時
半
で
小
学
二
年
生
以
上
）
▼
と
こ

ろ
＝
図
書
館
二
階
視
聴
覚
室
▼
定
員
＝

各
回
先
着
四
〇
人
（
途
中
で
の
出
入
り

は
不
可
）
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
そ
の

他
＝
第
一
、
三
、
四
土
曜
日
の
午
後
二

時
半
か
ら
三
十
分
程
度
、
同
場
所
に
お

い
て
紙
芝
居
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
拍
子
木

に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
（
〇
歳
か

ら
入
場
可
。
申
込
み
は
不
要
）
▼
問
合

せ
＝
図
書
館

国
際
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
太
極
拳
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
二
日
豸
笆
五
月
九
日

豸
笳
五
月
十
六
日
豸
笘
五
月
二
十
三
日

豸
笙
五
月
三
十
日
豸
※
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
笊
笆

笳
笘
り
ん
く
う
体
育
館
（
り
ん
く
う
南

浜
）
笙
市
民
体
育
館
▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
泉

南
太
極
拳
ク
ラ
ブ
同
好
会
事
務
局
（
薀

祚
１
９
５
４
）

▼
と
き
＝
五
月
九
日
豸
午
後
一
時
半
〜

▼
と
こ
ろ
＝
山
田
家
住
宅
（
新
家
三
一

四
八
番
地
）
▼
内
容
＝
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
、
朗
読
会
、
童
謡
を
歌
う
会
▼

入
場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
で
す

▼
そ
の
他
＝
自
動
車
で
の
ご
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
▼
主
催
＝
街
角
デ
イ
ハ

ウ
ス
・
さ
く
ら
▼
問
合
せ
＝
高
齢
障
害

福
祉
課
（
内
線
三
〇
七
）

6

市
立
図
書
館

こ
ど
も
ま
つ
り

泉
南
歴
史
研
究
会

熊
野
古
道
を
歩
く

第
五
回
さ
く
ら
会

コ
ン
サ
ー
ト

太
極
拳
を

体
験
し
ま
せ
ん
か

市役所　
図書館　　
市民体育館　　
樽井公民館　　
文化ホール　　
古代史博物館
青少年センター

薀83－0001
薀82－7766
薀82－1000
薀83－4361
薀82－7767
薀83－6789
薀84－3500

毎
月
第
二
土
曜
日
は

お
は
な
し
ひ
ろ
ば

樽井公民館とSENNANまちづ

くり市民会議では、ホタルの観

察、保護活動を通じて、自然と

共生できるまちづくりをめざし

て、講座を開催します。環境や

まちづくりについて共に考えて

みませんか。

▼と　き＝笊5月14日貊午後7時～笆6月10日貅、6月11

日貊笳7月17日貍笘9月11日貍笙10月16日貍笞11月20日

貍※お申し込みいただいた方には、詳しい時間を連絡

します

▼ところ＝笊樽井公民館／市内笆滋賀県坂田郡山東町
しがけんさかたぐんさんとうちょう

笳市内笘樽井公民館笙市内笞樽井公民館

▼内　容＝笊開講式／市内のホタル調査笆全国ホタル

サミット参加笳河川状況調査笘講義（環境全般）笙河

川水質検査等笞閉講式

▼講　師＝田中正視
た な か ま さ み

さん（泉南高校教諭／環境省自然

公園指導員）ほか

▼参加費＝無料※但し、交通費及びホタルサミット参

加に係る費用は各自負担ください

▼申込み・問合せ＝5月6日貅以降に電話、ファクス、

ハガキのいずれかで住所、氏名（ふりがな）、年齢、電

話番号を〒590－0521泉南市樽井6－11－16・樽井公民

館ホタル係（薀祟４３６１／蕭祟４３８０）へお知ら

せください。

 



お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か
せ

の
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
十
五
日
貍
午
前
十
時

〜
十
時
四
十
分
笆
十
七
日
豺
午
後
四
時

〜
四
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ

ー
▼
内
容
＝
お
話
や
紙
芝
居
な
ど
の
楽

し
い
読
み
聞
か
せ
で
す
▼
対
象
＝
小
学

生
以
下
の
子
ど
も
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼

費
用
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お

電
話
か
E
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー

（e-m
ail

:seishonen-center@
city.

sennan.osaka.jp

）

あ
い
さ
つ
や
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て

英
語
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
六
日
貉
〜
七
月
七

日
貉
の
毎
週
水
曜
日
、
午
後
四
時
〜
五

時
（
全
七
回
）
▼
対
象
＝
市
内
の
小
学

一
〜
三
年
生
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月
十
九
日
貉

（
必
着
）
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
か
E

メ
ー
ル
に
、
え
い
ご
で
ご
あ
い
さ
つ
参

加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番
号
、
学
校

名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・

〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一

八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-m

ail
:

seishonen-center@
city.sennan.o

saka.jp

）

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
暑
中
見
舞
い

な
ど
の
カ
ー
ド
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
六
日
貉
、
六
月
二

日
貉
、
六
月
九
日
貉
、
六
月
十
六
日
貉

※
時
間
は
午
後
七
時
〜
九
時
▼
と
こ

ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
十
二

歳
（
中
学
生
以
上
）
か
ら
二
十
五
歳
ま

で
の
青
少
年
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

が
で
き
る
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼

申
込
み
＝
五
月
二
十
日
貅
（
必
着
）
ま

で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
はe

メ
ー
ル

に
参
加
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

中
学
生
の
場
合
は
学
校
名
を
記
入
の

上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不

要
）
泉
南
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（e-m
ail

:
syougai@

city.sennan.
lg.jp

）
へ
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学
習
課

（
内
線
二
一
七
）

自
然
の
不
思
議
さ
、
美
し
さ
、
ぬ
く

も
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
九
日
貍
午
前
九
時

〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
新
家
自
然
緑

地
▼
内
容
＝
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
・
ネ

イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
フ
ト
▼
講
師
＝
上
久
保

か
み
く
ぼ

文
貴

ふ
み
た
か

さ
ん
（
元
貝
塚
遊
学
館
館
長
）、

泉
南
の
里
山
を
大
切
に
す
る
会
々
員
▼

対
象
＝
小
・
中
学
生
と
保
護
者
（
小
学

三
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
）

▼
定
員
＝
三
〇
人
（
多
数
の
場
合
は
抽

選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
。
但
し
、
五
〇

〇
円
（
保
険
代
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
五
月
二
十
一
日
貊
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
かe

メ
ー
ル
に
、
森

の
探
検
隊
参
加
希
望
、
参
加
者
及
び
保

護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、

住
所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を

記
入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉

南
市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年

セ
ン
タ
ー
（e-m

ail
:
seishonen-

center@
city.sennan.osaka.jp

）

く
ら
し
を
快
適
に
す
る
あ
か
り
・
く

ら
し
に
役
立
つ
軈
あ
か
り
軋
・
防
犯
に

備
え
る
軈
あ
か
り
軋
。
様
々
な
あ
か
り

に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。
▼
と
き
＝

五
月
二
十
六
日
貉
午
後
一
時
半
〜
三
時

半
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
三
階
研

修
室
①
▼
テ
ー
マ
＝
暮
ら
し
を
彩
る

「
あ
か
り
」
▼
講
師
＝
北
村
勝
弘

き
た
む
ら
か
つ
ひ
ろさ

ん

（
松
下
電
工
譁
／
消
費
者
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
）
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
五
月

二
十
一
日
貊
ま
で
に
、
お
電
話
で
地
域

振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

9

青
少
年
セ
ン
タ
ー

英
語
で
ご
あ
い
さ
つ

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

消
費
者
講
座
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

青
少
年
セ
ン
タ
ー

森
の
探
検
隊

読
み
聞
か
せ
の
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼と　き＝5月21日貊午前10時～正午
▼ところ＝樽井公民館
▼内　容＝子どもを援助しようとする
際役立つ技術の紹介と子どもを取り巻
く特有の問題について等
▼参加費＝無料
▼定　員＝100人。但し笊一時保育は12
人笆会場同室可能な子どもは10人※い
ずれも1歳以上の子どもで多数の場合は
抽選

▼申込み＝5月19日貉ま
でに電話、ファクス、
Eメールのいずれかで、
氏名（ふりがな）、住所、
電話番号、子どもの年
齢をお知らせください

▼笊一時保育笆会場同
室児の申込み＝5月12日
貉午後5時（必着）まで
に、往復ハガキかEメ
ール（パソコンに限る）
で氏名（ふりがな）、住
所、電話番号、子どもの名前（ふりが
な）、子どもの年齢、性別、生年月日、
笊または笆の希望を明記の上、〒590－
0521泉南市樽井6－11－16・樽井公民館
ＣＡＰ係（e-mail : tarui-k＠city.sen
nan.osaka.jp）へ
▼その他＝1歳未満の子どもは会場に入
室できます
▼問合せ＝樽井公民館（薀祟４３６
１／蕭祟４３８０）

泉州地域プロモーション実行委

員会では、関西国際空港の開港10

周年を記念して、次のとおり記念

ツアーを企画しました。

▼と　き＝7月15日貅～7月20日貂

（6日間）

▼訪問都市＝ヴェトナム・ハノ

イ／ホーチミンシティ※ハノイ市

民（日本語センター学生）との交

流会あり

▼対　象＝泉州地域（堺市、高石

市、和泉市、泉大津市、岸和田市、

貝塚市、泉佐野市、泉南市、阪南

市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬

町）在住、在勤、在学の方でペア

（2人1組）

▼参加費＝ペアで100,000円

▼定　員＝25組（多数の場合は抽

選）

▼資料の請求＝お電話で同委員会

10周年記念事務局（薀06－6448－

2450）へ※電話による参加申込み

はできません。資料をご参照の上、

お申し込みください

▼申込み期限＝5月20日貅

▼問合せ＝同委員会10周年記念事

務局（薀06－6448－2450）

8

親
子
で
た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
と
遊

び
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
十
三
日
貅
笆
五
月
二

十
日
貅
笳
六
月
十
日
貅
笘
六
月
十
七
日

貅
笙
七
月
八
日
貅
笞
七
月
十
五
日
貅
※

時
間
は
す
べ
て
午
前
十
時
〜
正
午
▼
と

こ
ろ
＝
笊
笳
笙
樽
井
公
民
館
笆
笘
笞
信

達
公
民
館
▼
内
容
＝
笊
笆
み
ん
な
で
楽

し
く
お
友
だ
ち
に
な
ろ
う
／
講
師
は
松

下
裕
子
さ
ん
（
健
康
運
動
指
導
士
）
笳

笘
風
船
あ
そ
び
を
し
よ
う
笙
笞
大
き
な

紙
に
お
絵
か
き
▼
参
加
費
＝
無
料
※
笳

笘
は
一
〇
〇
円
（
材
料
代
）
▼
申
込

み
＝
不
要
▼
問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
森
の

保
全
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
十
五
日
貍
午
前
十
時
半

〜
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
＝
泉
南
市
堀
河
（
堀
河
の
森
、
紀
泉

わ
い
わ
い
村
）
▼
内
容
＝
山
づ
く
り
、

森
林
の
整
備
（
草
刈
り
等
）
▼
集
合
＝

紀
泉
わ
い
わ
い
村
管
理
棟
前
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
携
行
品
＝
弁
当
、
水
筒
、

雨
具
、
作
業
の
で
き
る
服
装
、
作
業
用

手
袋
等
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
電
子
メ

ー
ル
、
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
譛
大
阪
み

ど
り
の
ト
ラ
ス
ト
協
会
（e-m

ail
:

m
idori@

ogtrust.jp

／
薀
06
・
６
２
６

０
・
３
５
８
０
／
蕭
06
・
６
２
６
０
・

３
５
８
１
）

本
を
読
ん
だ
り
、
読
み
聞
か
せ
や
紙

芝
居
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
五
月
十
五
日
貍
午
前
十
時
四

十
五
分
〜
午
後
〇
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
青

少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
＝
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
た
い
こ
と
Ⅰ
〜
い
の
ち
の
た
い

せ
つ
さ
〜
▼
講
師
＝
土
井
甫
さ
ん
（
子

ど
も
の
本
の
ピ
ル
グ
リ
ム
「
巡
礼
者
」

木
馬
館
店
主
）
▼
対
象
＝
十
八
歳
以
上

の
方
で
、
子
ど
も
に
本
な
ど
を
読
み
聞

か
せ
た
い
方
▼
定
員
＝
二
〇
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合
せ
＝
お
電

話
か
E
メ
ー
ル
で
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（

e-m
ail

:
seishonen-center@

city.
sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
五
月
十
六
日
豸
午
後
六
時
〜

八
時
四
十
五
分
▼
と
こ
ろ
＝
市
民
体
育

館
▼
参
加
費
＝
一
〇
〇
〇
円
▼
そ
の

他
＝
▽
当
日
は
上
履
靴
（
ダ
ン
ス
シ
ュ

ー
ズ
）、
女
性
の
方
は
ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

を
着
用
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
生
涯
学

習
課
（
内
線
二
四
七
）

▼
と
き
＝
五
月
二
十
二
日
貍
午
前
九
時

〜
（
小
雨
決
行
／
雨
天
中
止
）
▼
と
こ

ろ
＝
俵
池
グ
ラ
ウ
ン
ド
▼
定
員
＝
親
子

で
五
〇
組
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
＝
大

人
五
〇
〇
円
、
子
ど
も
一
〇
〇
円
▼
試

合
方
法
＝
親
子
ペ
ア
マ
ッ
チ
で
２
ラ
ウ

ン
ド
▼
申
込
み
＝
五
月
一
日
貍
〜
五
月

十
六
日
豸
に
直
接
市
民
体
育
館
へ
※
五

月
六
日
、
五
月
七
日
、
五
月
八
日
、
五

月
十
日
午
後
、
五
月
十
一
日
、
五
月
十

二
日
、
五
月
十
三
日
は
休
館
▼
主
催
＝

泉
南
市
体
育
指
導
委
員
協
議
会
▼
問
合

せ
＝
市
民
体
育
館

親
と
子
の
広
場
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

読
み
聞
か
せ
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

泉
南
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

た・・・楽しく心うきうきと
ち・・・力をあわせて一年間
つ・・・つどう仲間と
て・・・手と手を取り合って
と・・・共に取り組む　　　たちつてと
樽井公民館では『たちつてと広場』をオー

プンします。異年齢や他校生との交流等、ふ

だんでは体験できない、いろいろなことにチ

ャレンジします。今年は「自然を遊ぼう、い

っぱい仲間をつくろう」をテーマに取り組ん

でいきます。

▼と　き＝6月5日貍～12月5日豸の第1土曜日

午前10時～午後4時（全7回）

▼ところ＝樽井公民館、府立青少年海洋セン

ター、紀泉わいわい村他

▼内　容＝オリエンテーション、キャンプ

（夏・冬）、カッターボート、社会見学、アウ

トドアクッキング等

▼対　象＝小学4年生～中学3年生

▼定　員＝30人（先着順）

▼参加費＝11,000円（全回分）

▼申込み＝5月15日貍午前10時から樽井公民館

事務所で受付を開始しますので、参加費を添

えて直接申し込んでください

▼その他＝受付開始時点で定員を超えた場合

は抽選

▼問合せ＝樽井公民館（薀祟４３６１）

堀
河
の
森
保
全
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

親
と
子
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会

大阪府国民健康保険団体連合会で

は、ホームヘルパー養成研修・２級

の受講生を募集します。

▼と　き＝7月20日貂～12月10日貊

▼ところ＝大阪府国民健康保険団体

連合会（大阪市中央区常磐町一の三

の八）他

▼内　容＝笊人権講座（2時間）笆

通信講座（58時間）笳実技演習（42

時間）笘施設実習（30時間）

▼対　象＝大阪府内在住で60歳未満

の方

▼受講料＝40,000円

▼定　員＝4人（泉南市内在住者分

で多数の場合は抽選）

▼募集要項の配布＝市役所高齢障害

福祉課で配布▼申込み＝5月15日貍

～5月31日豺に大阪府国民健康保険

団体連合会・総務部事業課へ

▼問合せ＝▽同連合会（薀 0 6・

6949・5325）▽高齢障害福祉課（内

線307）
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平成15年度予算の2月末現在での執行状況がまとまりま
した。一般会計の予算現額221億65万円のうち、歳入予算
の収入済額は148億2,420万円です。また、歳出予算の支
出済額は135億5,751万円となっております。
このほか、市債の現在高や市有財産、国民健康保険事業

特別会計、老人保健特別会計などの予算の執行状況につい
てお知らせします。 ▼問合せ＝財政課（内線308）

農林水産業債 
11億4,280万円 

衛生債 
4億9,900万円 

災害復旧債 
　　1,067万円 

民生債１億9,043万円 
消防債１億3,058万円 

土木債 
　89億6,829万円 

総務債 
43億9,748万円 

その他 
42億 
76万円 

教育債 
　30億 
　5149万円 

市税 市債 繰入金 その他 諸収入 国庫支出金 地方交付税 

　93億1,748万円 
（84億7,526万円） 

　20億6,623万円 
（20億3,420万円） 

　26億9,065万円
（16億9,500万円

　10億8,188万円 
（1億 249万円） 

　26億4,329万円 
（16億1,573万円） 

　11億3,622万円 
（８億2,612万円） 

　31億6,490万円 
　   （7,540万円） 

市税 

市債 

地方交付税 

国庫支出金 

繰入金 

その他 

諸収入 

歳
入

一般会計

（ ）内は収入済の金額

221億　65万円予算現額

148億2,420万円収入済額

民生費 

土木費 

教育費 

総務費 

公債費 

衛生費 

消防費 

その他 

　32億9,197万円 
（6億1,450万円） 

　31億5,714万円 
（8 億8,974万円） 

　22億4,153万円 
（15億3,865万円） 

　16億8,629万円 
（13億2,176万円） 

　18億9,214万円 
（15億8,482万円） 

　９億8,659万円 
（８億3,700万円） 

　22億5,005万円 
（19億1,563万円） 

　65億9,494万円 
（48億5,541万円） 

（ ）内は支出済の金額

221億　65万円

135億5,751万円

歳
出

予算現額

支出済額

交通災害共済事業特別会計 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 
収入済額 
支出済額 

38億3,841万円 
50億6,016万円 

　　551万円 
　　540万円 

38億  451万円 
42億3,442万円 

11億6,600万円 
1 億9,803万円 

　 2,590万円 
　　3,800万円 

20億2,286万円 
15億9,071万円 

国民健康保険事業特別会計 

汚水処理施設管理特別会計 

介護保険事業特別会計 

老人保健特別会計 

下水道事業特別会計 

主な特別会計 収入済額と支出済額 

市有財産 
単位はｍ 

公有財産計 
 926,135.58

土　地 
745,975.42

建　物 
180,160.16

基金計　　  18億4,963万円 

土地開発基金 ４億8,451万円 

公債費管理基金 　　　10万円 

緑化基金 １億5,821万円 

地域福祉基金 1 億7,732万円 

医療施設整備基金 1,104万円 

農用地整備基金 1,181万円 

介護保険給付費準備基金 １億8,465万円 

汚水処理施設管理基金 　　2,738万円 

ふるさと創生事業推進基金 １億　68万円 

公共施設整備基金 6 億7,978万円 

高額療養費貸付基金 　　 300万円 

教育振興育英奨学基金 　　1,115万円 
2

市
債
の
現
在
高

予算はこうして
使われています
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▼
と
き
＝
五
月
二
十
三
日
豸
午
前
十
時

〜
正
午
▼
と
こ
ろ
＝
市
立
泉
佐
野
病
院

三
階
大
会
議
室
▼
定
員
＝
四
〇
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝

▽
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ

い
▽
駐
車
場
は
有
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
五
月
二
十
一
日
貊
ま
で
に
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
（
薀
磔
９
９
１
１
）

▼
と
き
＝
笊
五
月
二
十
二
日
貍
午
前
九

時
〜
午
後
五
時
笆
五
月
二
十
三
日
豸
午

前
九
時
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
樽
井

公
民
館
▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝

樽
井
公
民
館

▼
職
種
＝
ス
ポ
ー
ツ
教
室
指
導
員
▼
資

格
＝
▽
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
▽
学
校
教
育
法
に
お
け

る
大
学
（
短
期
大
学
）
で
体
育
専
門
課

程
を
履
修
、
卒
業
し
た
保
健
体
育
教
員

免
許
取
得
者
▽
体
育
指
導
が
で
き
る
方

▽
土
日
祝
日
に
勤
務
で
き
る
方
▼
定

員
＝
一
人
▼
試
験
内
容
＝
筆
記
・
面
接

試
験
▼
試
験
日
＝
六
月
二
日
貉
▼
採
用

予
定
日
＝
平
成
十
六
年
七
月
一
日
貅
▼

募
集
要
項
の
配
布
＝
五
月
九
日
豸
〜
五

月
二
十
二
日
貍
に
市
民
体
育
館
で
▼
申

込
み
＝
五
月
九
日
豸
〜
五
月
二
十
二
日

貍
に
市
民
体
育
館
へ
▼
問
合
せ
＝
市
民

体
育
館

▼
職
種
＝
選
挙
準
備
事
務
（
台
帳
整
理
、

期
日
前
投
票
の
受
付
等
）
▼
登
録
期

間
＝
受
付
日
か
ら
二
年
間
※
登
録
期
間

終
了
後
は
再
登
録
し
て
く
だ
さ
い
▼
雇

用
期
間
＝
選
挙
投
票
日
前
の
約
一
か
月

間
▼
資
格
＝
六
十
歳
ま
で
の
方
で
休
日

も
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
方
※
雇
用

す
る
際
の
年
齢
は
六
十
歳
を
限
度
と
し

ま
す
▼
勤
務
時
間
＝
午
前
九
時
〜
午
後

四
時
※
期
日
前
投
票
期
間
中
は
午
前
八

時
半
〜
午
後
九
時
ま
で
▼
時
間
給
＝
七

七
〇
円
※
平
日
午
後
五
時
以
降
及
び
休

日
は
別
途
時
間
外
手
当
を
支
給
し
ま
す

▼
申
込
み
＝
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
、
写
真
貼
付
の
上
、
市
役
所

人
事
課
へ
▼
そ
の
他
＝
採
用
は
選
挙
執

行
時
に
随
時
採
用
し
ま
す
▼
問
合
せ
＝

人
事
課
（
内
線
二
〇
七
）

▼
と
き
＝
五
月
二
十
三
日
豸
午
後
一
時

半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
文
化
ホ
ー
ル

▼
内
容
＝
デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
の

仲
間
た
ち
の
出
演
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

演
奏
、
オ
カ
リ
ナ
と
お
琴
の
演
奏
（
う

え
の
和
弘

か
ず
ひ
ろ

さ
ん
＆
饗
庭

あ
い
ば

き
こ
さ
ん
）
、

泉
南
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
に
よ
る
演
奏

▼
入
場
料
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝
デ
イ
セ

ン
タ
ー
せ
ん
な
ん
（
薀
祟
３
０
８
２
）

▼
と
き
＝
六
月
五
日
貍
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
※
午
前
十
時
に
男
里
川
河
口
に

集
合
▼
と
こ
ろ
＝
男
里
川

お
の
さ
と
が
わ

河
口
▼
講

師
＝
田
中
正
視

た
な
か
ま
さ
み

さ
ん
（
泉
南
高
校
教
諭
）

▼
対
象
＝
小
・
中
学
生
と
保
護
者
（
小

学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ

と
）
▼
定
員
＝
三
〇
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
▼
参
加
費
＝
無
料
。
但
し
、

五
〇
〇
円
（
保
険
代
）
▼
申
込
み
・
問

合
せ
＝
五
月
二
十
七
日
貅
（
必
着
）
ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
、
河

口
探
検
隊
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護

者
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
住

所
、
電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
記

入
の
上
、
〒
五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南

市
樽
井
八
の
一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ

ン
タ
ー
（e-m

ail
:
seishonen-cen

ter@
city.sennan.osaka.jp

）

広
く
っ
て
、
お
も
ち
ゃ
も
あ
っ
て
、

じ
ゅ
う
た
ん
敷
き
の
お
部
屋
で
す
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
八
日
貊
、
六
月
二

十
五
日
貊
午
前
十
時
〜
十
一
時
半
▼
と

こ
ろ
＝
樽
井
公
民
館
・
大
会
議
室
▼
入

場
料
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
不
要
▼
そ
の

他
＝
す
こ
や
か
新
聞
を
配
布
し
ま
す
▼

問
合
せ
＝
樽
井
公
民
館

電
子
メ
ー
ル
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作

成
を
し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き
＝
六
月
十
二
日
貍
〜
七
月
十
日

貍
午
前
九
時
半
〜
午
前
十
一
時
半
（
全

五
回
）
▼
と
こ
ろ
＝
青
少
年
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
＝
小
学
四
年
生
〜
中
学
三
年
生

▼
定
員
＝
二
〇
人
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
六
月
四
日
貊
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
か
E
メ
ー
ル
に
、
パ
ソ
コ
ン

教
室
参
加
希
望
、
参
加
者
・
保
護
者
の

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
住
所
、
電
話
番

号
、
学
校
名
、
学
年
を
記
入
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
二
一
泉
南
市
樽
井
八
の

一
三
の
一
八
・
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（e-

m
ail

:
seishonen-center@

city.
sennan.osaka.jp

）

▼
と
き
＝
毎
月
第
一
、
二
、
四
木
曜
日

の
午
前
九
時
（
血
圧
測
定
）
〜
十
一
時

半
（
雨
天
中
止
）
▼
と
こ
ろ
＝
俵
池
グ

ラ
ウ
ン
ド
（
第
二
木
曜
日
は
郊
外
へ
）

▼
講
師
＝
伊
藤
敬
一

い
と
う
け
い
い
ち

さ
ん
（
生
活
習
慣

病
予
防
指
導
士
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
ラ

ン
ニ
ン
グ
指
導
員
）
▼
参
加
費
＝
年
会

費
一
〇
〇
〇
円
（
途
中
参
加
も
同
額
）、

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
八
〇
〇
円
▼
携
行

品
＝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
き
る
服
装
、
靴
、

タ
オ
ル
、
飲
料
水
▼
申
込
み
＝
実
施
日

に
俵
池
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
▼
問
合
せ
＝
社

会
福
祉
協
議
会
（
薀
祗
１
０
２
７
）

心
肺
蘇
生
法
講
習
会

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

非
常
勤
嘱
託
職
員

ス
ポ
ー
ツ
教
室
指
導
員

水
墨
画
／
ち
ぎ
り
絵

合
同
展
を
開
催
し
ま
す

デ
イ
セ
ン
タ
ー
せ
ん
な
ん

一
〇
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

乳
幼
児
に
遊
び
場
を

提
供
し
ま
す

青
少
年
セ
ン
タ
ー

河
口
探
検
隊

青
少
年
セ
ン
タ
ー

パ
ソ
コ
ン
教
室

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

泉州南合併協議会では次のとお

り、第８回・９回協議会を開催し

ます

▼と　き＝笊第8回協議会／5月19

日貉笆第9回協議会／6月1日貂

※時間はいずれも午後2時～

▼ところ＝笊岬町立町民体育館／

泉南郡岬町淡輪4546番地笆泉佐野

市立文化会館（泉の森ホール）2

階レセプションホール／泉佐野市

市場東1－295－1

▼その他＝協議会は一般の方も傍

聴することができます。傍聴の受

付は午後1時半からで、定員は先

着100人程度。事前申込みは不要

です。車でのご来場はご遠慮くだ

さい。

▼問合せ＝泉州南合併協議会事務

局（薀磬６４４４）

臨
時
職
員

選
挙
事
務
従
事
職
員

大阪府立大型児童館「ビッグバン」

が、たくさんの遊びの道具やヒント

を積んで泉南市にやってきます。

▼と　き＝笊6月4日貊笆6月11日貊

笳6月15日貂笘6月25日貊※時間はす

べて午前9時半～11時半

▼ところ＝笊新家南幼稚園笆西信達

幼稚園笳信達保育所笘浜保育所

▼対　象＝0～5歳児と保護者

▼参加費＝1人につき30円（保険代）

▼申込み＝不要です

▼その他＝車でのご来場はご遠慮く

ださい

▼主　催＝泉南市民生委員児童委員

協議会女性部会

▼問合せ＝生活福祉課（内線244）



セ
ン
タ
ー
（
薀
祕
１
４
０
１
／
祟
６
４
４
７
）
／

地
域
振
興
課
（
内
線
五
八
三
）

社
会
福
祉
法
人
大
阪
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

で
は
、
次
の
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。
ま

た
、
各
講
座
と
も
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

笊
パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
▼
と
き
＝
六
月
十
九
日
〜

八
月
七
日
（
全
八
回
）
の
毎
土
曜
日
　
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼

定
員
＝
二
十
人
▼
受
講
料
＝
一
四
〇
〇
〇
円
（
テ

キ
ス
ト
代
含
む
）
笆
ヘ
ル
パ
ー
二
級
通
信
講
座
▼

と
き
＝
約
六
か
月
▼
と
こ
ろ
＝
難
波
▼
定
員
＝
三

十
人
▼
受
講
料
＝
三
〇
〇
〇
〇
円（
教
材
費
含
む
）

笳
調
理
師
資
格
取
得
講
座
▼
と
き
＝
七
月
中
旬
〜

十
月
中
旬
（
全
十
一
回
　
）
毎
水
曜
日
　
午
後
一

時
〜
午
後
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
谷
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
▼
定
員
＝
三
十
人
※
但
し
、
二
年
以
上
の
実
務

経
験
が
必
要
▼
受
講
料
＝
八
〇
〇
〇
円(

テ
キ
ス

ト
代
含
む)

▼
対
象
＝
母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡

婦
▼
笊
笆
笳
申
込
受
付
期
間
＝
各
講
座
開
講
二
ヶ

月
前
の
同
日
か
ら
一
ヶ
月
前
ま
で
▼
笊
笆
笳
そ
の

他
＝
一
時
保
育
あ
り
。
保
育
対
象
は
、
二
才
か
ら

就
学
前
▼
笊
笆
笳
申
込
方
法
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
、

希
望
講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
志

望
の
動
機
、
以
前
受
講
し
た
講
座
名
、
保
育
の
有

無
を
記
入
し
〒
五
四
〇
・
〇
〇
一
二
大
阪
市
中
央

区
谷
町
五
・
四
・
一
三
大
阪
府
谷
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
へ
▼
問
合
せ=

社
会
福
祉
法
人
大
阪
府
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
（
薀
06
・
６
７
６
２
・
９
９
９

５
）
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毎月第3木曜日 
午後2時～4時 

笊毎月第1・4金曜日 
　午後1時～4時 
笆毎月第２水曜日 
　午後6時～9時 

笊は人権推進部 
　相談室 
笆は樽井公民館 

人権ふれあい 
センター内 
人権協会 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

5月6日、13日、27日貅 
午前9時15分～11時45分 
※申込みは実施日前日にお電話 
　で午前9:00から先着10人受付 

市役所別館 
一階会議室 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

法律相談 

行政相談 
家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

児童相談 

知的障害者相談 

市役所 
児童福祉課 

児童福祉課 
薀83-0001 
（内線242） 

家庭児童 
　　相談室 
薀85-1586

高齢障害福祉課 
薀83-0001 
（内線288） 

母子相談 

毎月第3金曜日 
午後2時～4時 

社会福祉 
　　協議会 
薀82-1027

心配ごと相談 毎週木曜日 
午前9時～正午 

毎月第4金曜日 
午前9時半～正午 

月～金曜日 
執務時間中 

教育相談室 教育相談室 
薀83-3755

人権協会 
薀85-1401

農業委員会事務局 
薀83-0001 
（内線551） 

教育相談 
月～金曜日の 
　午前10時～ 
　午後４時 

月～金曜日の 
午前10時～午後4時 
来所の場合は要予約 

女性相談 

農事相談 

進路支援（奨学金等）相談 

毎月第2木曜日 
午後1時～4時 

月～金曜日 
執務時間中 

人権推進部 
相談室 

毎月第3水曜日 
午後1時～4時 

市役所 
市民相談室 

人権推進課 
薀83-0001 
（内線270） 

人権相談 

市役所別館 
消費生活センター 

　市役所・別館 
　消費生活センター 
　（要電話予約） 

市役所別館 
地域振興課 

市役所別館 
一階会議室 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

消費者相談 

第2～4金曜日 
午後1時30分 
　～2時30分 

毎週月・木曜日 
午前9時 
～午後5時15分 
毎月第1・3 
木曜日午前10時～正午 
事前予約が必要です 

毎月第2・4 
金曜日 
午前10時～正午 

保健センター 保健センター 
薀82-7615健康相談 

月～金曜日 
執務時間中 

月～金曜日 
午後1時～4時 

市役所別館 
地域振興課 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

市民相談 

月～金曜日 
執務時間中 

人権ふれあいセンター内 
地域就労支援センター 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域振興課 
薀83-0001 
（内線583） 

地域就労支援センター 
薀85-1401 
薀83-6447

課税課 
薀83-0001 
（内線352） 

ハローワーク情報 

労働相談 

税の相談 

相談名 と　き ところ 問合せ 相談名 と　き ところ 問合せ 

子ども相談 
（家庭児童相談） 

毎週月曜・坂口医師 
毎月第2、4木曜・ 
　　　　　西森医師 
時間は午後1時半～3時 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
　　センター 

総合福祉 
センター 
薀85-0707健康相談 

高齢者・障害者のための 

就労支援相談 

市の主な行事を 
いつでもお聞き 
いただけます 

テレフォンサービス 
薀 
82－4111

就
業
支
援
講
習
会

受
講
生
募
集
し
ま
す

関空連絡橋・駐車場セット
割引好評販売中

連絡橋の通行料と駐車場
料金が最大約20％安くなる
セット割引に、免税店・ホ
テル等の施設を割引価格で
利用できる特典がつきまし
た。インターネットでもお
申し込みいただけます。
▼問合せ＝㈲関西エアポー
トエージェンシートラベル
デスク（薀碚２９１０）
関空2期空港島見学ツアー

専用バスを使って、車窓
や高さ10袤の見学櫓から、
2期工事の壮大なスケール
を体験できる見学ツアー(無
料)を実施しています。(事
前予約必要です。)
▼所要時間＝約60分▼運行
日＝火・木・土・日（第
2・4日曜日は運休）▼問合

せ＝2期工事見学ホール案
内室（薀碚４０４０）
かんくう情報誌「ＫＡＮ・
ＫＵＵ」

広報誌「KAN・KUU」
（年6回）の郵送をご希望の
方は、住所、氏名、電話、
本誌を何でお知りになった
かを明記の上、郵送料140
円分切手を同封し下記まで
お申し込み下さい。
〒549-8501泉佐野市泉州空
港北1
関西国際空港（株）広報グ
ループ「KAN・KUU」編
集部へ

生
活
習
慣
病
の
予
防
に
は
、
生
活
習
慣
を
改
め

る
こ
と
も
ひ
と
つ
で
す
が
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
が
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
国
民
健
康
保
険
で
は
、

脳
疾
患
の
早
期
発
見
・
予
防
に
威
力
を
発
揮
す
る

脳
ド
ッ
ク
を
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
被
保
険
者
を

対
象
に
助
成
す
る
制
度
が
出
来
ま
し
た
。
対
象
者

は
、
泉
南
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
、
申

請
時
に
満
四
十
歳
以
上
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

但
し
、
当
該
年
度
途
中
に
泉
南
市
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
に
な
っ
た
方
で
、
国
民
健
康
保
険
税
を

滞
納
さ
れ
て
い
な
い
、
次
の
笊
〜
笨
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
方
も
助
成
対
象
者
と
し
ま

す
。

笊
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
装
着
し
て
い
な
い
方
笆
頭

部
の
手
術
を
受
け
て
い
な
い
方
笳
手
術
や
外
傷
等

で
体
内
に
金
属
が
入
っ
て
い
な
い
方
笘
病
気
な
ど

で
検
査
中
で
な
い
方
笙
現
在
、
妊
娠
し
て
い
な
い

方
笞
閉
所
恐
怖
症
で
な
い
方
笵
当
該
年
度
に
お
い

て
、
こ
の
事
業
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

笨
申
請
月
の
前
月
納
期
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

税
を
完
納
し
て
い
る
方

脳
ド
ッ
ク
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保
険

証
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
国
保
年
金
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
助
成
額
は
、
最
高
で
二
〇
〇

〇
〇
円
で
す
。
但
し
、
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
国
保
年
金
課
（
内
線
二
九
一
・
三
八

〇
）変

更
事
由
と
手
続
き
先
（
カ
ッ
コ
内
）
を
次
の

と
お
り
（
笊
〜
笶
）
ま
と
め
ま
し
た
の
で
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

笊
学
生
や
自
営
業
者
が
会
社
等
へ
就
職
＝
第
一
号

か
ら
第
二
号
へ
（
勤
め
先
）
笆
学
生
や
家
事
手
伝

い
の
方
が
結
婚
し
て
第
二
号
被
保
険
者
の
被
扶
養

配
偶
者
に
＝
第
一
号
か
ら
第
三
号
へ
（
配
偶
者
の

勤
め
先
）
笳
会
社
等
を
や
め
自
営
業
等
に
＝
第
二

号
か
ら
第
一
号
へ
（
市
の
年
金
係
）
笘
会
社
等
を

や
め
た
方
が
第
二
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者

に
＝
第
二
号
か
ら
第
三
号
へ（
配
偶
者
の
勤
め
先
）

笙
第
三
号
被
保
険
者
の
収
入
が
百
三
十
万
円
以
上

に
＝
第
三
号
か
ら
第
一
号
へ
（
市
の
年
金
係
）
笞

第
三
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
会
社
を
や
め
自
営

業
者
等
に
＝
第
三
号
か
ら
第
一
号
へ
（
市
の
年
金

係
）
笵
離
婚
に
よ
り
第
三
号
被
保
険
者
で
な
く
な

っ
た
方
＝
第
三
号
か
ら
第
一
号
へ（
市
の
年
金
係
）

笨
第
三
号
被
保
険
者
が
会
社
等
に
就
職
＝
第
三
号

か
ら
第
二
号
へ
（
本
人
及
び
配
偶
者
の
勤
め
先
）

笶
第
三
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
が
転
職
＝
第
三
号

か
ら
第
三
号
へ
（
配
偶
者
の
勤
め
先
）
※
第
一
号

被
保
険
者
＝
農
林
漁
業
、
自
営
業
、
学
生
、
無
職

の
方
等
※
第
二
号
被
保
険
者
＝
会
社
員
（
厚
生
年

金
）、
公
務
員
（
共
済
年
金
）
等
※
第
三
号
被
保

険
者
＝
第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
二

十
才
以
上
六
十
才
未
満
の
配
偶
者
。
但
し
、
配
偶

者
が
六
五
才
以
上
七
十
才
未
満
の
厚
生
年
金
等
の

加
入
者
で
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
有
し
て
い

る
場
合
は
、
第
三
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
せ
ん
。

▼
問
合
せ=

国
保
年
金
課
（
内
線
二
五
五
）

総
務
省
及
び
経
済
産
業
省
で
は
六
月
一
日
、
事

業
所
・
企
業
統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及
び
サ

ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
を
一
枚
の
調
査
票
で
同
時
に

行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
全
国
の
民
営
の
事
業

所
の
す
べ
て
が
対
象
と
な
り
、
調
査
の
結
果
は
地

域
開
発
計
画
や
商
業
の
育
成
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
振

興
等
に
係
る
諸
施
策
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
実
施

さ
れ
る
国
の
重
要
な
調
査
で
あ
り
、
提
出
さ
れ
た

調
査
票
を
統
計
上
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各
事
業
所
に
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
総
務
課
（
内
線
二
六
八
）

泉
南
市
で
は
、
市
内
の
求
人
票
（
泉
佐
野
公
共

職
業
安
定
所
よ
り
提
供
）
の
閲
覧
場
所
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
こ
の
求
人
票
の
中
で
、
ご
希
望
の
事

業
所
を
見
つ
け
た
場
合
は
、
求
人
票
左
上
の
求
人

番
号
を
控
え
、
泉
佐
野
公
共
職
業
安
定
所
（
薀
磋

０
８
６
５
）
へ
お
問
合
わ
せ
の
上
、
登
録
の
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
月
〜
金
の
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五

分
※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南

市
地
域
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
内
）
／
地
域
振
興
課
▼
問
合
せ
＝
同
支
援
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nf ormat i
i

o n
脳
ド
ッ
ク
の
助
成
制
度

が
で
き
ま
し
た

統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

求
人
案
内
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

市役所　薀83-0001 
清掃課　薀83-5875 
あいぴあ泉南 
　　　　薀85-0707 
消防本部　　　　 
　　　　薀85-0119 
樽井公民館 
　　　　薀83-4361

国
民
年
金
の
変
更
の
届
け

は
大
丈
夫
で
す
か



手
数
料
分
の
定
額
小
為
替
を
同
封
（
現
金
書
留

も
可
）
し
、
市
役
所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
取
扱
業
務
と
手
数
料
（
一
通
当
た
り
）
＝
笊

住
民
票
の
写
し
／
三
〇
〇
円
笆
戸
籍
謄
・
抄

本
／
四
五
〇
円
笳
除
籍
謄
・
抄
本
／
七
五
〇
円

笘
原
戸
籍
謄
・
抄
本
／
七
五
〇
円
笙
私
的
年
金

現
況
届
／
二
〇
〇
円
笞
公
的
年
金
現
況
届
＝
無

料
▼
請
求
の
で
き
る
人
＝
原
則
と
し
て
本
人
ま

た
は
同
一
世
帯
（
同
一
戸
籍
）
内
の
人
で
す
▼

注
意
＝
住
所
や
本
籍
地
が
泉
南
市
以
外
の
方
は
、

泉
南
市
役
所
へ
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。
住
所
地

ま
た
は
本
籍
地
の
市
町
村
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ
＝
市
民
課
（
内
線
二
五
八
）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
五
品
目
（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
）
は
、
不

燃
ご
み
と
し
て
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
家
電
販
売

店
か
市
内
許
可
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
不
法
投
棄
は
近
隣
住
民
へ

の
迷
惑
に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
し
み
出
し

た
重
金
属
等
の
有
害
物
質
に
よ
る
土
壌
汚
染
等
、

環
境
に
も
深
刻
な
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
不
法

投
棄
は
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
よ
っ
て
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

違
反
し
た
場
合
に
は
罰
則
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

笊
五
年
以
下
の
懲
役
笆
一
〇
〇
〇
万
円
以
下
の

罰
金
笳
五
年
以
下
の
懲
役
と
一
〇
〇
〇
万
円
以

下
の
罰
金
の
両
方
。
家
電
製
品
等
は
永
く
大
切

に
使
い
、
役
割
を
終
え
た
家
電
製
品
に
つ
い
て

は
、
適
正
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
　
蕕
祟
５
８
７
５

大
型
の
連
休
に
伴
い
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日

を
一
部
変
更
し
ま
し
た
。
な
お
、
五
月
三
日
、

四
日
は
、
通
常
通
り
収
集
し
ま
す
。

※
祝
日
の
あ
る
月
は
、
可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

振
り
替
え
て
行
い
ま
す
。
収
集
日
程
カ
レ
ン
ダ

ー
を
確
認
し
、
収
集
日
当
日
の
午
前
九
時
ま
で

に
決
め
ら
れ
た
場
所
に
、
分
別
し
て
か
ら
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
清
掃
課
（
薀
祟
５
８
７
５
）

市
税
は
、
福
祉
、
教
育
、
土
木
等
、
毎
日
の

暮
ら
し
や
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使

わ
れ
る
財
源
で
す
。
市
政
の
円
滑
な
推
進
に
市

税
が
有
効
に
活
か
さ
れ
る
よ
う
に
、
定
め
ら
れ

た
期
限
ま
で
に
納
税
者
の
皆
様
が
自
主
的
に
納

め
て
い
た
だ
く
自
主
納
税
と
、
期
限
内
納
税
に

ご
協
力
下
さ
い
。

▼
口
座
振
替
（
自
動
振
込
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
＝
市
・
府
民
税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税

（
償
却
資
産
を
含
む
）
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税
は
、
口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
預
貯
金

口
座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
度
申
し
込
む
と
翌
年

以
降
も
継
続
さ
れ
、
安
全
で
便
利
で
す
の
で
口

座
振
替
を
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。
申
し
込
み
手

続
き
は
、
取
り
引
き
さ
れ
て
い
る
金
融
機
関
・

郵
便
局
の
窓
口
で
、
申
込
書
に
よ
り
簡
単
に
手

続
き
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
込
書
は
、
市
税

収
納
の
取
扱
を
し
て
い
る
市
内
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
、
市
役
所
の
納
税
課
の
窓
口
に
も
備
え

付
け
て
い
ま
す
。
手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、

通
帳
の
お
届
け
印
、
納
税
通
知
書
、
市
税
口
座

振
替
申
込
書
で
す
。

▼
市
税
の
滞
納
と
滞
納
処
分
＝
き
め
ら
れ
た
納

期:

限
ま
で
に
納
税
し
な
い
こ
と
を
滞
納
と
い
い

ま
す
。
滞
納
さ
れ
ま
す
と
、
ま
ず
督
促
状
を
発

送
し
、
さ
ら
に
催
告
書
や
電
話
、
訪
問
に
よ
り

納
税
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
さ

れ
た
場
合
に
は
、
本
来
納
め
て
い
た
だ
く
べ
き

税
額
の
ほ
か
に
、
延
滞
金
を
あ
わ
せ
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
督
促
状
や
催
告

書
な
ど
に
よ
り
納
税
を
お
願
い
し
て
も
納
税
し

て
い
た
だ
け
な
い
と
き
は
、
納
期
限
ま
で
に
納

め
て
い
た
だ
い
た
方
と
の
公
平
を
保
つ
た
め
、

ま
た
、
大
切
な
市
税
を
確
保
す
る
た
め
に
、
や

む
お
え
ず
滞
納
し
て
い
る
方
の
財
産(

不
動
産
、

動
産
、
電
話
加
入
権
、
給
料
、
銀
行
預
金
等)

を

差
し
押
さ
え
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
財
産
を
公
売

す
る
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
市
税
の
減
免
と
納
税
の
猶
予
＝
災
害
に
あ
っ

た
り
、
病
気
や
負
傷
な
ど
の
事
情
で
納
期
限
ま

で
に
納
税
が
困
難
な
場
合
は
、
税
の
減
免
、
納

税
の
猶
予
や
分
割
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
く
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
納
税
課
ま
で

相
談
に
お
越
し
下
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
納
税
課(

内
線
二
三
五
・
二
三
六)
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　 　 　 　 　 　 珈
玳 笳 笘 珀 珥 珮 珞
璢 筐 筺 笄 筍 笋 琺
瑕 筵 筥 瑙 瑁 瑜 瑩
瑰 筮 箝 瑶 瑾 璋 璞
璧 箋 笊 玳 珎 玻 珀  

5月1日～6月5日・薀祚２６２７ 
□‥‥開館日 
●‥‥休館日 
※受付時間 
（午前9:15～午後7:00） 
※利用料金 
▽大　人　＝　500円 
▽高校生　＝　300円 
▽小・中学生＝200円 
▽高齢者　＝　250円 

　　　　　　珈
玳珎玻珀笞笵笨
璢縻筺笄筍琲琺
瑕繧筥瑙瑁瑜瑩
瑰繪箝瑶瑾璋璞
璧辮笊玳珎玻珀  

　 　　　　　笊
笆笳笘笙珥珮珞
璢縻筺琥珸琲琺
瑕繧筥瑙瑁瑜瑩
瑰繪箝瑶瑾璋璞
璧辮笊玳珎玻珀  

※体育館をご利用いただく場合は、 
　必ず、上ぐつをご持参ください 

5月1日～6月5日・薀祗１０００ 

軆健康＆体力づくり躱の第一歩は、 
　　　軆温水プール躱からはじめましょう！ 

※開館時間は、午前9時～午後10時 
　（早く閉館する場合があります） 

5月1日～6月5日・薀祟４３６１ 

可
燃
ご
み
の
収
集
日
を

一
部
変
更
し
ま
す

不
法
投
棄
は
法
律
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す

市
税
の
納
付
に

ご
協
力
く
さ
い

市
役
所
本
庁
の
家
庭
児
童
相
談
室
が
あ
い
ぴ

あ
泉
南
（
薀
祕
１
５
８
６
）
へ
移
転
し
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
ゆ
み
ネ
ッ
ト
（
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
も
通
報
及
び
相
談
受
付
に
つ
い
て

は
（
薀
祕
１
５
８
６
）
と
な
り
ま
し
た
。

▼
相
談
実
施
日
＝
月
〜
金
曜
日
午
前
十
時
〜
午

後
四
時
▼
相
談
場
所
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
二
階
▼

相
談
・
問
合
せ
＝
家
庭
児
童
相
談
室
薀
祕
１
５

８
６警

察
で
は
、
各
種
被
害
相
談
窓
口
を
設
け
、

被
害
者
の
方
々
の
様
々
な
ご
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
警
察
で
は
対
応
で
き
な
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
専
門
の
相
談
機
関
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
窓
口
名
・
電
話
番
号
＝
笊
ウ
ー
マ
ン
ラ

イ
ン
／
性
犯
罪
被
害
相
談
（
薀
06
・
６
９
４

１
・
０
１
１
０
）
笆
暴
力
団
犯
罪
一
一
〇
番

（
薀
06
・
６
９
４
１
・
１
１
６
６
）
笳
悪
質
商
法

一
一
〇
番
（
薀
06
・
６
９
４
１
・
４
５
９
２
）

笘
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
／
少
年
相
談
（
薀
06
・
６

７
７
２
・
７
８
６
７
）
笙
ち
か
ん
被
害
相
談

所
／
鉄
道
内
の
痴
漢
（
薀
06
・
６
８
８
５
・
１

２
３
４
）
笞
警
察
相
談
室
（
薀
06
・
６
９
４

１
・
０
０
３
０
／
プ
ッ
シ
ュ
回
線
＃
９
１
１
０
）

笵
ス
ト
ー
カ
ー
一
一
〇
番
（
薀
06
・
６
９
３

７
・
２
１
１
０
）
笨
チ
ャ
イ
ル
ド
・
レ
ス
キ
ュ

ー
一
一
〇
番
（
▽
平
日
の
午
前
九
時
〜
午
後
五

時
四
十
五
分
は
薀
06
・
６
７
７
２
・
７
０
７
６

▽
土
日
祝
日
と
平
日
の
時
間
外
は
薀
06
・
６
９

４
５
・
１
３
２
１
）
▼
問
合
せ
＝
泉
南
警
察
署

（
薀
磚
１
２
３
４
）

平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
在
外
投
票
の
方

法
等
が
次
の
と
お
り
、
一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

笊
国
外
に
お
け
る
投
票
方
法
＝
在
外
選
挙
人
は
、

原
則
と
し
て
在
外
公
館
投
票
と
郵
便
投
票
の
い

ず
れ
か
の
方
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
笆
国
内
に
お
け
る
投
票
方
法
＝
在
外
選
挙

人
は
、
国
内
の
投
票
方
法
（
選
挙
当
日
の
投
票
、

期
日
前
投
票
、
不
在
者
投
票
）
を
利
用
し
て
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
＝
泉
南
市
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線

二
六
〇
）

身
体
障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
が
所
有

又
は
使
用
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
軽
自
動
車
税
を
減

免
す
る
制
度
で
す
。

▼
必
要
書
類
＝
身
体
障
害
者
手
帳
又
は
療
育
手

帳
等
、
運
転
免
許
証
、
印
鑑
、
平
成
十
六
年
度

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
▼
申
請
期
限
＝
五
月

二
十
四
日
豺
ま
で
▼
申
請
場
所
＝
課
税
課
▼
そ

の
他
＝
普
通
自
動
車
税
と
の
重
複
減
免
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
▼
問
合
せ
＝
課
税
課
（
内
線
二
三

八
・
二
五
一
）

移
動
図
書
館
・
か
し
の
き
号
は
、
お
と
な
の

本
と
こ
ど
も
の
本
（
約
二
六
〇
〇
冊
）
を
積
ん

で
、
市
内
一
二
カ
所
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
月
に

二
回
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。
か
し
の
き
号
で

は
、
お
一
人
に
つ
き
八
冊
ま
で
本
を
借
り
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
巡
回
場
所
、
日
時

は
下
記
巡
回
日
程
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
但
し
、

大
雨
洪
水
警
報
発
令
時
等
、
気
象
状
況
に
よ
り
、

巡
回
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
五
月
八
日
貍
の
か
し
の
き
号
の
巡
回
時
間
は

次
の
と
お
り
で
す
。

笊
鳴
滝
第
二
小
学
校
／
午
前
十
時
〜
十
時
半
笆

楠
台
一
号
公
園
／
午
前
十
一
時
〜
十
一
時
半
笳

サ
ン
ハ
イ
ツ
和
泉
砂
川
と
フ
ァ
ミ
ー
ル
南
大
阪

は
時
間
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
本
を
借
り
ら
れ
る
方
は
、
図
書
館
の

貸
出
券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
方
は
、

住
所
の
確
認
で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証
、

泉
南
市
民
証
、
本
人
宛
に
届
い
た
手
紙
等
）
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
＝
図
書
館
（
薀
祗
７
７
６
６
）

利
用
方
法
は
、
各
郵
便
局
の
営
業
時
間
内
に
、

備
え
付
け
の
請
求
用
紙
と
返
信
用
封
筒
を
利
用

し
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
切
手
を
貼
付
、
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住
民
票
や
戸
籍
謄
本
等
は

郵
便
で
も
請
求
で
き
ま
す

警
察
の
被
害
相
談

窓
口
を
紹
介
し
ま
す

家
庭
児
童
相
談
室
が

移
転
し
ま
し
た

か
し
の
き
号
か
ら

お
知
ら
せ
し
ま
す

で囲んだ日は、土曜日の巡回となり、時間も一部変わります。

在
外
投
票
の
方
法
が

変
わ
り
ま
す

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

を
お
知
ら
せ
し
ま
す



市
役
所
一
階
に
あ
る
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
市
が
保
有
す
る
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交

付
を
求
め
る
情
報
公
開
請
求
、
市
が
保
有
す
る

自
己
の
個
人
情
報
の
閲
覧
や
写
し
の
交
付
を
求

め
る
自
己
情
報
開
示
請
求
な
ど
の
受
付
、
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
に
対
す
る
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
各
種
資
料

の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
利
用
時
間
＝
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
は
除
く
）
の
午
前
九
時
〜
正
午
、
午
後

〇
時
四
十
五
分
〜
五
時
十
五
分
▼
そ
の
他
＝
コ

イ
ン
式
セ
ル
フ
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
ま
す

※
コ
ピ
ー
料
金
は
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
（
Ｂ
５

〜
Ａ
３
判
黒
色
単
色
）
▼
問
合
せ
＝
情
報
管
理

課
（
内
線
三
二
八
）

泉
南
市
教
育
委
員
会
で
は
、
様
々
な
教
育
問

題
に
取
り
組
む
た
め
に
、
教
育
問
題
審
議
会
に

「
こ
れ
か
ら
の
泉
南
市
の
教
育
に
つ
い
て
」
諮
問

致
し
ま
し
た
。
第
二
回
の
審
議
会
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。
▼
と
き
＝
五
月
二
十
一
日
貊
午
後

三
時
〜
五
時
▼
と
こ
ろ
＝
泉
南
市
役
所
大
会
議

室
▼
内
容
＝
笊
泉
南
市
の
教
育
・
保
育
の
現
状

に
つ
い
て
笆
諮
問
内
容
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

▼
そ
の
他
＝
会
議
の
傍
聴
は
当
日
午
後
二
時
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合

せ
＝
泉
南
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課(

内
線
二

五
四)
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情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

盧住民投票の期日（第４条）＝本条

例の施行日から３０日以上を経過し

た日で、市長が定める日としていま

す※具体的な日程については、現在

のところ未定です。投票日が決まり

しだいお知らせいたします。

盪投票資格者（第５条）＝年齢満１

８歳以上（投票日現在）の本市の市

民（永住外国人を含みます。）で引き

続き３ケ月以上本市に住所を有する

者

蘯投票の方式（第９条）＝二者択一

で賛否を問う形式としています。本

市が泉佐野市、阪南市、田尻町、岬

町と合併することについて賛成の場

合には投票用紙の賛成欄に、反対の

場合には投票用紙の反対欄に、『○』

の記号を記載することとしています。

盻投票の方法（第１０、１１、１２

条）＝投票は１人１票で、秘密投票

で行います。また、通常の選挙と同

様に市内各所に設置される投票所に

おいて投票しなければなりませんが、

投票日の当日、都合で投票できない

場合は、選挙と同様に期日前投票や

不在者投票などの制度を設けていま

す。

眈情報の提供（第１４条）＝市長は、

住民投票の適正な執行を確保するた

め、本市の合併について市民が意思

を明確にするために必要な情報の提

供に努めなければならないものとし

ています。

眇投票結果の尊重（第１７条）＝住

民投票の結果には、法的な拘束力は

ありませんが、市長は、その結果を

尊重しなければならないものとして

います。

なお、投票率によっては開票しな

い場合があるという投票率要件は、

本条例では設けておらず、どのよう

な投票率でも開票し、その結果は公

表します。

平成16年４月１日に、「泉南市の合併についての意思を問う住民投票条例」

を制定・施行しました。この条例は、市政運営上、また市民生活においても

重要な事項である本市の合併について、住民投票の制度を設け、広く市民の

意思を問い、市民の総意を市政に反映することを目的として制定するもので

す。以下、本条例の概要について説明してまいります。

▼問合せ＝政策推進課（内線287・349）

第
2
回
教
育
問
題
審
議
会

を
開
催
し
ま
す

泉南市の合併についての意思を問う住民投票条例を制定

樽井幼稚園は、創立57周年を迎える歴史と伝統のある幼稚園で
す。カラクリ時計の奏でるメロディの中、可愛い134名の子ども
達が元気に遊んでいます。地域の方々に愛され見守られ、交流を
通していろいろな人との出会いや触れ合いを深め生活体験を広め
ていく取り組みをしています。その取り組みの一端をご紹介しま
す。
▼社会福祉協議会の方々との交流
お手玉の遊び方を教えていただき、歌に合わせながらお手玉あ

そびをしたり、何で作っているのかを見せていただいたりしまし
た。また、恒例の園行事おもちつきにもお招きし、臼と杵でお餅
をつく様子を見学しながら、かいどりやお餅の丸め方を教えてい

ただきました。その
後も、交流を続け、
園児達が高齢者の
方々への思いを絵に
し寒中見舞のはがき
を送り、お返事をい
ただいて喜ぶ姿もあ
りました。

▼HOS(障害者の独自な社会適応支援集団)の方々との交流
夏休みの登園日、HOS

の方々が和太鼓演奏をし
てくださいました。ダイ
ナミックな演奏に子ども
達は目を輝かせて聞き入
り、「一緒にたたいてみ
よう!」と誘っていただき、
大喜び。和太鼓や人々と
の出会いを通して心温まるひとときをもちました。
▼地域のお祭りに参加
宮元講、濱中講、獅子講、戎福中講のやぐら曳行に毎年参加さ

せていただいています。揃いのはっぴを着て「エンヤー　ソージ
ャー」と元気に掛け声をかけながら歩く姿を保護者や地域の方々
が、にこやかに温かく見守ってくださいます。いろいろなあそび
や体験から学び、人との出会いや触れ合いから温かいまなざしや
共感、励ましをいただくことで心豊かに育ってくれることを願っ
ています。みなさん、樽井幼稚園に遊びにいらしてください。
▼問合せ＝指導課（内線277）

市税は納期内に必ずお納めください市税は納期内に必ずお納めください
平成１6年度の固定資産税・都市計画税、軽自動車税の納

期と出張徴収日程は次のとおりです。

▼固定資産税・都市計画税、軽自動車税の納期＝次表をご

参照ください。

▼固定資産税・都市計画税、軽自動車税の出張徴収日程＝

次表をご参照ください。

※時間はいずれも午前１０時～午後４時まで

▼納期前納付報奨金の交付率が改正されました=次表をご参

照ください

※但し、期別税額が30万円を超える部分は、計算の対象外

です。

▼納期前納付の報奨金について＝個人の市・府民税（普通

徴収分）及び固定資産税（償却資産含む）・都市計画税は、

納期が年４回に分かれていますが、第１期の納期に当該年

度の税額を一括して納められます（これを「前納」といい

ます）と、納期前納付報奨金が交付されます。

▼報奨金の支払方法＝全期分前納用納付書により、年税額

から報奨金を差し引いた額で納付することができます。

▼注　意＝第１期の納期限を過ぎますと報奨金は交付され

ません。

▼問合せ＝納税課（内線２３5・２３6）

税　目 

固定資産税 
都市計画税 

軽自動車税 

5月18日 
　　～ 
　5月31日 

5月18日 
　　～ 
　5月31日 

7月1日 
　　～ 
　　8月2日 

10月1日 
　　～ 
　 11月1日 

12月1日 
　　～ 
　12月28日 

第１期分 第２期分 第３期分 第４期分 

※市税は納期内に納めましょう 
※市税の納付は便利な口座振替で 

月　日 ５月26日貉 
兎田老人集会場 

西信達公民館 

岡中老人集会場 

幡代老人集会場 

馬場老人集会場 

５月27日貅 

場　所 

改正前 

期別税額 交付率 期別税額 交付率 

改正後 

10万円以下 10万円を超え 
　　30万円以下 

10万円を超え 
　　30万円以下 

1/100

0.5/100

0.5/100

0.25/10010万円以下 

 



て
の
人
に
あ
る
は
ず
の
も
の
。
し
か
し
、
こ

の
地
球
の
上
に
へ
ば
り
つ
い
て
生
き
る
人
た

ち
に
、
ほ
と
ん
ど
の
国
で
は
憲
法
と
い
う
も

の
で
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
国
や
民
族

に
よ
り
大
き
く
考
え
方
が
違
い
ま
す
。
な
ぜ

人
の
上
に
人
を
作
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う

か
？
同
じ
人
な
の
に
そ
れ
が
原
因
で
戦
争
や

差
別
が
起
こ
り
ま
す
。
人
が
人
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
こ
の
二
〇
〇
四
年
、
今
一
度

「
生
き
る
」
と
い
う
原
点
に
か
え
り
、
人
が

作
っ
た
便
利
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
共
存
し
な

が
ら
、
他
の
生
き
物
た
ち
の
営
み
に
も
目
を

向
け
、
未
来
を
見
つ
め
て
い
き
た
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
沢
山
の
生
き
物
た
ち
の
代
表
だ
か

ら
。
月
の
満
ち
欠
け
の
様
に
揺
ら
ぎ
な
が
ら

音
楽
家
と
し
て
生
き
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

▼
と
き
＝
五
月
二
十
二
日
貍
午
後
一
時
半
開

場
二
時
開
演
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南
一

階
大
会
議
室
▼
入
場
料
＝
無
料(

事
前
申
込

み
は
不
要
で
す
。)

▼
一
時
保
育
＝
一
歳
以

上
か
ら
就
学
前
ま
で
の
子
ど
も
で
、
定
員
は

十
二
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。
五
月
十

三
日
貅
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
で
蕭
祗
０

０
７
５
人
権
推
進
課
へ
▼
そ
の
他
＝
手
話
通

訳
あ
り
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二

七
〇
）

【
憲
法
週
間
特
設
人
権
相
談
】

市
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
人
権

擁
護
委
員
が
相
談
を
受
付
け
ま
す
。

▼
と
き
＝
五
月
六
日
貅
、
五
月
七
日
貊
各
午

後
二
時
〜
四
時
▼
と
こ
ろ
＝
人
権
推
進
部

（
会
議
室
）
▼
費
用
＝
無
料
▼
そ
の
他
＝
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進

課
（
内
線
二
七
〇
）

【
六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す
】

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
、
日
本
国
憲
法
の

柱
で
あ
り
、
民
主
主
義
社
会
の
基
本
で
す
。

こ
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
が
社
会
生
活
に
お

い
て
実
現
さ
れ
る
よ
う
に
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
は
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
左
記
人
権

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
＝
六
月
一
日
貂
午
前
十
時
〜
五
時
▼

と
こ
ろ
＝
人
権
推
進
部
　
相
談
室
▼
内
容
＝

い
じ
め
・
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
差

別
・
近
隣
問
題
等
▼
そ
の
他
＝
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
▼
問
合
せ
＝
人

権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

【
♀
（
ひ
と
）
と
♂
（
ひ
と
）
の
イ
キ
イ
キ

講
座
】

〜
テ
レ
ビ
の
中
の
ヒ
ロ
イ
ン
の
国
・
ヒ
ー
ロ

ー
の
国
〜

毎
日
見
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
や
Ｃ
Ｍ
は
、

映
像
と
音
を
伴
っ
て
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち

に
私
た
ち
の
頭
の
中
に
入
り
込
み
、
私
た
ち

の
も
の
の
見
方
、
考
え
方
に
影
響
力
を
与
え

て
い
ま
す
。

特
に
子
ど
も
た
ち
は
、
普
段
接
す
る
、
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
や
本
を
通
し
て
、
知
ら
ず
知
ら

ず
の
う
ち
に

「
男
ら
し
さ
」

「
女
ら
し
さ
」

を
身
に
つ
け

て
い
る
の
で

は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
回
は
、「
紅
一
点
論
」（
斉
藤
美

奈
子
著
）
と
い
う
本
を
使
っ
て
学
び
ま
す
。

▼
と
き
＝
笊
五
月
一
八
日
貂
笆
五
月
二
五
日

貂
笳
六
月
一
日
貂
※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

十
時
〜
一
二
時
▼
と
こ
ろ
＝
あ
い
ぴ
あ
泉
南

三
階
研
修
室
▼
内
容
＝
「
テ
レ
ビ
の
中
の
ヒ

ロ
イ
ン
の
国
・
ヒ
ー
ロ
ー
の
国
」
・
「
紅
一

点
論
」
か
ら
解
い
て
み
よ
う(

全
三
回)

▼
講

師
＝
松
本
真
理
さ
ん
（
大
阪
府
子
ど
も
家
庭

サ
ポ
ー
タ
ー
）
▼
定
員
＝
三
十
人
▼
参
加

費
＝
無
料
▼
手
話
通
訳
＝
事
前
申
込
み
が
必

要
で
す
▼
一
時
保
育
＝
対
象
は
一
歳
以
上
、

就
学
前
の
子
ど
も
で
定
員
は
十
人(

多
数
の

場
合
は
抽
選)

。
費
用
は
五
〇
〇
円(

保
険

代
／
初
回
の
み
で
平
成
一
七
年
三
月
三
一
日

ま
で
有
効)

が
必
要
で
す
▼
申
込
み
＝
五
月

六
日
貅
か
ら
五
月
一
二
日
貉(

必
着)

ま
で
に

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
、
E
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

電
話
番
号
、
手
話
通
訳
・
一
時
保
育
の
要
否

(

一
時
保
育
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
子
ど

も
の
名
前
、
生
年
月
日)

を
明
記
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
九
二
（
住
所
不
要
）
泉
南
市

役
所
人
権
推
進
課
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課

（
薀
祀
２
８
５
５
（
直
通
）
／
蕭
祗
０
０
７

５
／e-m

ail:jinken@
city.sennan.osaka

.jp)

へ
▼
問
合
せ
＝
人
権
推
進
課
（
内
線
二
七
〇
）

19

蜻HALMAGEN（ハルマゲン）さん

▲趙博（チョウパギ）さん

「陰陽師」
～安部の晴明遺址から清水坂ヘ～

律令体制の中で官僚として仕えた「陰陽
師」。律令体制の衰退とともに民間の禁忌

きんき

や習俗を取りこみながら次第に呪術的性格
を強め、それに呼応して被差別身分の物吉

ものよし

や声聞師
しょうもじ

と深く関わった民間陰陽師の歴史
と文化の変遷を通して、民間伝承や習俗の
なかに潜む差別の構造を明らかにしていき
ます。
▼とき＝6月１２日貍午前8時～午後6時半
▼講師＝松原右樹

まちばら　まれき

さん（民俗学者）
▼コース＝泉南市役所→晴明神社→一条戻
橋→小野小町草紙洗いの井→松原橋→六道
の辻→珍皇寺

ちんこうじ

→清水坂→泉南市役所
▼参加費＝無料(昼食代1,500円程度は各自
ご負担ください)
▼定員＝２５名（応募多数の場合抽選）
▼申し込み＝５月１４日貊（必着）までに、
ハガキまたはファクスに、小学校区、氏名、
電話番号、フィールドワーク希望、手話通
訳希望（必要な方）を明記の上、〒５９
０－０５９２（住所不要）泉南市役所人権
推進課、蕭８２－００７５まで
▼問合せ＝人権推進課（内線２７０）

樽井・砂川・信達小学校区フィールドワーク

「
人
権
と
平
和
の
世
紀
」
と
い
う
こ
と
で

ス
タ
ー
ト
し
た
二
十
一
世
紀
で
す
が
、
テ
ロ

事
件
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
戦
争
と

続
き
、
朝
鮮
半
島
情
勢
に
と
も
な
っ
て
、
国

内
で
は
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
へ
の
い
わ
れ
な

き
差
別
事
象
・
差
別
事
件
も
起
こ
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
私
た
ち
が
何
を

視
点
に
考
え
何
が
で
き
る
か
を
、
ピ
ー
ス
ボ

ー
ト
へ
の
参
加
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る

二
人
組
「
寿
」【kotobuki

】
＆
在
日
二
世

の
シ
ン
ガ
ー
「
趙
博
」（
パ
ギ
や
ん
）、
ゲ
ス

ト
に
ピ
ア
ニ
ス
トH

A
L
M

A
G
E
N

を
迎
え

音
楽
と
ト
ー
ク
を
と
お
し
て
考
え
る
機
会
と

し
た
い
と
思
い
企
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
の
方
か
ら
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の

で
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
寿
【kotobuki

】
ナ
ビ
ィ

自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
で
憲
法
九
条
が
大

き
く
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
、
私
た
ち

に
と
っ
て
「
憲
法
」
と
は
何
か
?
を
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ど
ん
な
日
本
で
暮

ら
し
、
ど
ん
な
国
と
し
て
世
界
の
国
々
と
向

か
い
合
っ
て
い
き
た
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

れ
を
問
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
生
き
方
を

問
う
こ
と
と
同
じ
事
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

人
生
の
主
役
は
、
私
達
ひ
と
り
ひ
と
り
、
そ

れ
ぞ
れ
、
で
す
。
よ
い
人
生
、
幸
せ
な
人
生

を
心
か
ら
想
え
ば
、
自
ず
と
本
当
に
必
要
な

憲
法
も
創
造
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

▼
趙
博
（
パ
ギ
や
ん
）

問
題
は
「
改
憲
か
護
憲
か
創
憲
か
」
で
は

な
い
の
だ
。
主
権
在
民
・
人
権
尊
重
・
平
和

主
義
を
守
り
発
展
さ
せ
る
の
か
ど
う
か
、
な

の
で
あ
る
。
憲
法
一
条
は
い
ら
な
い
、
憲
法

九
条
は
変
え
て
は
な
ら
な
い
・
・
・
僕
の
意

見
で
す
。
あ
な
た
は
？

▼H
A
LM
A
G
EN

人
権
。
そ
れ
は
一
体
な
ん
だ
ろ
う
？
こ
の

広
大
な
宇
宙
の
中
で
、
父
と
母
の
力
で
生
ま

れ
て
き
た
こ
の
自
分
に
、
こ
の
場
所
で
与
え

ら
れ
た
も
の
。
そ
れ
は
い
つ
の
時
代
も
す
べ
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憲
法
週
間
「
市
民
の
つ
ど
い
」

心
の
叫
び
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

わたしに気づく、あなたに気づく、みんながつながる・人権入門講座

▲寿（コトブキ）さん

難しく思われることの多い人権についてできるだけわか
りやすく、楽しく学び、自分の生活の中にある人権につい
て気づくきっかけとなることを目的とした講座です。わた
しに気づき、あなたに気づき、みんながつながるために、
共に学んでみませんか。
▼月　日・テーマ・講　師＝次の表をご参照ください
▼講座の形式＝講義とフィールドワークの両方です。
▼時　間＝すべて午前10時～12時
▼場　所＝あいぴあ泉南　3階研修室
▼定　員＝30人（多数の場合は抽選）
▼参加費＝無料

▼手話通訳＝あります（事前予約が必要）
▼一時保育＝定員は8人（多数の場合は抽選）。1歳以上就
学前の子どもが対象です。一時保育を希望される方は、初
回のみ子ども1人につき保険代として500円が必要です。
▼申込み＝5月6日貅～20日貅までに、電話、ファクス、ハ
ガキ、Eメールで住所、氏名、電話番号、手話通訳及び一
時保育の要否、一時保育を希望される場合は子どもの名前

（ふりがな）、生年月日を明記の上、〒590-0592（住所不要）
人権推進課（／薀祀２８５５／蕭祗００７５／e-mail :
jinken@city.sennan.osaka.jp）
▼問合せ＝人権推進課（内線270）まで

人権って何？ 
～世界人権宣言の内容について知り人権 
とは何かについて考える機会にします～ 

ちがいを豊かさに 
～在日外国人の現状について知るとともに、異 
文化理解や多様性の尊重について考えます～ 

自分を認めよう 
～自尊感情とは何かを知り、 
それを高める機会にします～ 

国連識字の10年を知っていますか？ 
～識字について考えると共に、識字を学ぶ人々の置かれ 
てきた状況について知る機会にします～ 

女性であるということ 
～女性が現在抱えている悩みや問題を知ることから、女 
性が置かれている状況について理解する機会にします～ 

子どもとおとなの子コミュニケーション 
～現在の子どもを取り巻く状況を知り、子どものメッセージにどの 
ように気づき、どのように関わっていくのかについて考えます～ 

月日 

6月3日貅 

6月10日貅 

6月17日貅 

　松本城洲夫さん 
　（じんぶんネット） 

　植木美恵子さん 
　城恵子さん　 
　（HEALホリスティック教育実践研究所） 

　岩山仁さん 
　（NPO法人多文化 
　　　共生センター） 

　森雅寛さん 
　（人権NPO 
　法人DASH） 
　北野真由美さん 
　（NPO法人えん 
　　　ぱわめんと堺） 
　中道泰子さん 
　（中道臨床心理 
　　オフィス） 

6月24日貅 

7月2日貊 

7月9日貊 

講　師 テーマ（内容） 月　日 講　師 テーマ（内容） 



※行事実施日に大雨洪水・暴風警報が発令された場合、中止することがありますのでご了承ください。 

（２００４.５） 
健診／予防接種名 日　時 対　象 内　容／その他 

成
人
保
健 

母
　
子
　
保
　
健 

予
防
接
種 

そ
の
他 

基本健康診査 
大腸がん検診 

子宮がん検診 

健康相談 
栄養相談 

乳児後期健診 

リトルまま教室(両親教室)

　３種混合予防接種 
　（ジフテリア、破傷風　 
　　　百日せき）　 

ポリオの予防接種 

循環器検診 
精神保健福祉相談 
Ｂ型・Ｃ型肝炎抗体検査 

乳幼児結核検診 

献　血 

離乳食講習会 

４か月児健康診査／ツベルクリン反応検査 

１歳６か月児健康診査 
３歳６か月児健康診査 
２歳６か月児歯科健康診査 

地域リハビリ教室 

毎月第１～４金曜日 
午後１時～２時半 

随時受付していま 
す。市内の各医療 
機関へ直接申し込 
んでください 
随時受付しています。 
市内の各産婦人科医 
療機関へ直接申し込 
んでください 

ご自分の健康に関して疑問や不安がありましたら、いつでもお気軽に 
ご相談ください。但し、医師への相談は電話での予約が必要です。 

▼西森医院・婦人科（金曜夜診のみ）信達牧野361－10／薀83－2357 
▼福本医院・婦人科　信達牧野378／薀83－2505 
▼宮城医院・婦人科　信達市場31－311／薀82－7018 
▼新泉南病院・婦人科（金曜・土曜午前中のみ）りんくう南浜3－7／薀80－5618 
※40歳以上の方は基本健康診査、大腸がん検診とセットで受診ください※費用は600円 

血圧測定、検尿、診察、血液検査（肝機能、血清脂質、腎機能、貧血、 
糖尿病検査）等。必要な方には心電図、眼底検査を実施。便潜血検査 
２日法。※できるだけセットで受診してください。携行品は健康手帳。 
▼費用＝基本健康診査は無料。大腸がん検診は200円。 

▼40歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
1回受診できます 
▼30歳以上の市民 
平成16年4月1日～ 
11月30日の間に、 
１回受診できます 

笊５月12日貉 
笆６月２日貉 

笊平成15年12月生 
笆平成16年１月生 

身体計測、内科診察、個別指導、ブックスタート、ツベルクリン 
反応検査（希望者）。対象の方には個別通知（時間指定）します。 

５月26日貉 
午後０時40分～２時10分 平成14年10月生 

身体計測、内科診察、歯科診察（カリオスタット検査）、 
個別相談など。対象の人には個別通知（時間指定）します。 

５月19日貉 
午後０時半～１時05分 平成12年10月生 

５月27日貅 
午後１時半～２時 平成13年10月生 

歯みがき教室 ５月27日貅 
午後１時～１時20分 

平成13年９月生 
平成14年９月生 

５月10日豺、21日貊 
午後１時半～２時半 

５月12日貉ツベルクリン反応検査 
５月14日貊ツベルクリン判定及びBCG

時間は午後１時半～２時半。生後３か月～４歳未満の乳幼児。なるべく 
１歳までに済ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第１期（３種混合）は、生後６か月～７歳６か月（できるだけ生後 
３歳まで）の間に計４回。▼初回接種＝生後６か月に達したら約４ 
週間隔で３回。▼追加接種＝初回接種の３回終了後１年～１年半の 
間に１回。第２期（ジフテリア、破傷風）は、11歳以上13歳未満 
（小学６年生）の人に１回。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 
※保健センターへお越しの際はコミュニティバスをご利用ください。 

生後３か月～７歳６か月未満の乳幼児。できるだけ18か月までに済 
ませてください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

麻しんの予防接種 ５月31日豺 
午後１時半～２時半 

生後12か月～７歳６か月未満の幼児。できるだけ３歳までに済ませ 
てください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具 

日本脳炎の予防接種 ５月６日貅、24日豺 
午後１時半～２時半 

第1期は3歳～7歳6か月未満。初回接種は約1～4週間隔で2回。追加接種は初回接種の2回終了後、約1年後に1回。第2期 
は9歳～13歳未満。第3期は14～16歳未満。対象年齢内に1回接種してください。携行品は母子手帳、印鑑、筆記用具。 

第2月曜日午後1時半 
～2時（要予約） 

第2月曜日午後1時 
～2時（要予約） 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１）。血圧、検尿、 
血液検査等（診断、検査等は有料です。なお、診断書も発行します） 

大阪府泉佐野保健所 
へお問い合せ下さい 

実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

５月７日貊・泉南市役所※時間は午前10時～正午、午後１時～４時半。 
成分献血、400裨献血にご協力ください。▼問合せ＝泉南市献血推進協議会（薀82－7615） 

事前予約が必要です。 
申込み・実施場所は大阪府泉佐野保健所（薀磆７７０１） 

5月7日貊、17日豺、28日貊、6月 
14日豺、21日豺、25日貊午後１時～ 

妊婦とその家族 
定員は15組（要予約） 

妊婦とその家族、生後4か 
月未満の乳幼児と保護者 

身体計測、内科診察、歯科診察、個別相談など。 
対象の人には個別通知します。 

６月21日豺 
午後１時～３時 

５月18日貂 
５月25日貂 
午後１時半 
　～２時半 

離乳期の乳児の 
保護者（要予約） 

リトルまま教室の妊婦との交流。講習と試食。 
携行品は母子手帳、筆記用具。 

ぴよぴよサロン（育児相談） ５月28日貊 
午後１時半～３時 乳幼児と保護者 時間は午後１時半～３時。育児相談、身体計測。 

お母さん同士の会話も楽しみましょう。 

リトルままサロン ５月28日貊 
午後１時半～３時 

妊婦同士の情報交換、赤ちゃんの身体計測、 
育児相談 

歯科健診、フッ素塗布（希望者）、個別相談等。予約は不要。 
携行品は母子手帳、歯ブラシ、筆記用具、問診票。 
※今月受診できない人は、対象月を含め３か月以内に受診し 
てください。※歯みがき教室に歯科健診はありません。 
6日間で1コース。助産師講義、マタニティ体操、手作りおもちゃ、個別相談（保育、 
栄養、歯）、沐浴、リトルままサロン、なるべく5か月以降の安定期にご参加ください 

病・医院の診察時間 満９か月～１歳未満 ４か月健診時に受診票をお渡ししますので、かかりつけの病・医院 
でお受けください。※但し、１歳を超えますと自己負担となります。 

毎月第１～３金曜日 
午後１時～２時半 

栄養士が個人のライフステージに応じた栄養に関する 
相談に応じます。但し、事前予約が必要です。 

▼40歳以上の市民 

▼40歳以上の市民 

▼上村老人集会場第1、3火曜日 
▼東信達老人集会場第2、4 
　木曜日 
※午後２時から１時間半程度 

健康チェックと体操、レクリエーションを通して、 
体力の維持や閉じこもりの防止をめざします。 
参加をご希望される方は、直接会場へお越しくだ 
さい。 

40歳以上で簡単な集団 
体操に参加でき、自力 
または家族の送迎で来 
場することができる方 
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基
本
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
（
肺
・

胃
・
大
腸
）
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き
＝
八
月
五
日
貅
、
三
十
一
日
貂
、

九
月
二
日
貅
、
二
十
八
日
貂
、
十
一
月

十
二
日
貊
※
時
間
は
す
べ
て
午
前
中
で

時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
▼
と
こ
ろ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
＝
四
十
歳
以
上

の
市
民
▼
定
員
＝
各
五
〇
人
（
多
数
の

場
合
は
抽
選
）
▼
費
用
＝
一
〇
〇
〇
円

（
健
診
日
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
）
▼
申
込

み
＝
五
月
六
日
貅
〜
二
十
一
日
貊
ま
で

に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
ひ
ま
わ
り
健
診
希

望
、
健
診
希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒

五
九
〇
・
〇
五
〇
四
泉
南
市
信
達
市
場

一
五
八
四
の
一
・
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
※

結
果
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す

▼
問
合
せ=

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
と
き
＝
七
月
八
日
貅
、
十
五
日
貅
、

二
十
二
日
貅
、
二
十
九
日
貅
の
午
後
一

時
半
〜
三
時
半
▼
と
こ
ろ
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
＝
三
十
歳
以
上
の
市
民
▼

定
員
＝
各
五
〇
人
（
先
着
順
）
▼
費

用
＝
無
料
▼
申
込
み
＝
五
月
十
七
日
豺

以
降
に
、
電
話
か
窓
口
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
▼
携
行
品
＝
健
康
手
帳

※
な
い
方
に
は
発
行
し
ま
す
▼
そ
の

他
＝
か
か
と
で
測
定
し
ま
す
の
で
、
素

足
に
な
り
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
▼
問
合
せ
＝
保
健
セ
ン
タ
ー

五
月
三
十
一
日
は
、
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
る
世
界
禁
煙
デ
ー
で

す
。
禁
煙
を
始
め
る
の
に
、
遅
す
ぎ
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
笊
た
ば
こ

の
害
を
知
ろ
う
！
＝
喫
煙
は
肺
が
ん
だ

け
で
は
な
く
、
全
身
の
が
ん
や
脳
梗
塞

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
原
因
に
な
り

ま
す
笆
ど
う
し
て
た
ば
こ
は
や
め
に
く

い
の
？
＝
主
な
原
因
は
、
ニ
コ
チ
ン
依

存
に
あ
り
ま
す
。
身
体
に
一
定
量
の
ニ

コ
チ
ン
濃
度
を
保
っ
て
い
な
い
と
イ
ラ

イ
ラ
や
集
中
力
の
低
下
等
（
離
脱
症
状
）

が
出
て
き
ま
す
笳
無
理
な
く
禁
煙
す
る

た
め
に
＝
た
ば
こ
の
か
わ
り
に
禁
煙
補

助
剤
（
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ

ッ
チ
等
）
を
使
う
と
離
脱
症
状
が
緩
和

さ
れ
、
禁
煙
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
禁

煙
外
来
、
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
を
処
方
す

る
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
泉
佐
野
保

健
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
保

健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
六
月
よ
り
禁
煙
教

室
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
初
回

は
公
開
講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
教
室
参
加
者
だ
け
で
な
く
、
禁
煙

に
興
味
の
あ
る
方
・
た
ば
こ
対
策
に
つ

い
て
関
心
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ

い
▼
問
合
せ
＝
泉
佐
野
保
健
所
（
薀
磆

７
７
０
１
）
／
保
健
セ
ン
タ
ー

就
学
前
の
子
ど
も
を
も
つ
方
々
に
き
っ

と
役
立
つ
『
あ
そ
び
に
い
こ
う
よ
〜
せ

ん
な
ん
子
育
て
マ
ッ
プ
〜
』
を
保
健
セ

ン
タ
ー
で
の
一
歳
六
か
月
健
診
受
診
時

や
各
公
共
機
関
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▼
マ
ッ
プ
の
体
裁
＝
Ｂ
６
版
で
一
六
ペ

ー
ジ
（
フ
ル
カ
ラ
ー
）
▼
内
容
＝
子
ど

も
の
遊
び
場
情
報
、
子
育
て
で
困
っ
た

と
き
の
お
助
け
ダ
イ
ヤ
ル
、
公
共
施
設

一
覧
他
▼
配
布
場
所
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
、
樽

井
公
民
館
、
信
達
公
民
館
、
市
役
所
児

童
福
祉
課
▼
費
用
＝
無
料
▼
問
合
せ
＝

保
健
セ
ン
タ
ー
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ご
存
じ
で
す
か

世
界
禁
煙
デ
ー

ひ
ま
わ
り
健
診
を

実
施
し
ま
す

骨
密
度
測
定
を

実
施
し
ま
す

せ
ん
な
ん
子
育
て
マ
ッ
プ

が
で
き
ま
し
た

▼と　き・ところ＝次表のとおり
▼対　象＝15歳以上の市民（肺が
ん検診は40歳以上の方）
▼内　容＝基本健康診査（検尿・
血圧測定・血液検査・診察等）、
結核健診（胸部Ｘ線写真）、肺が
ん検診（胸部Ｘ線写真、必要な方
には喀痰

かくたん

検査）
▼申込み＝申込みは不要です。直
接検診会場へお越しください

▼費　用＝無料※肺がん検診で喀
痰検査を希望される場合は有料
▼携行品＝健康手帳（ない方は当
日交付します※但し、40歳以上の
方）
▼その他＝住民検診を受けた方
は、その他のセット検診は受診で
きません
▼問合せ＝保健センター（薀祗７
６１５）

5月13日貅 
東信達老人集会場 
兎田老人集会場 

10:00～11:30
13:30～15:00

5月27日貅 
一丘老人集会場 
人権ふれあいセンター 

10:00～11:30
13:30～15:00

6月1日貂 
浜老人集会場 
岡中老人集会場 

10:00～11:30

6月3日貅 新家公民館 

13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00

6月4日貊 八幡山自治会館 
10:00～11:30
13:30～15:00

6月7日豺 砂川老人集会場 
10:00～11:30
13:30～15:00

10:00～11:30
13:30～15:00
10:00～11:30
13:30～15:00

幡代老人集会場 
男里老人集会場 

西信達公民館 

10:00～11:30
13:30～15:00

信達公民館 

5月14日貊 

5月20日貅 

5月21日貊 

10:00～11:30
13:30～15:00

樽井区民センター 5月24日豺 



23

今年も、（仮称）泉南市農業公園でチューリップのつみとり園が開催されました。泉南市花卉組合
かき く み あ い

（組合長・
浅羽信治
あさば　しんじ

さん）の方々が育てられた、色とりどりのチューリップが春の風に気持ちよさそうに揺れていました。
桜の開花時期と重なるにも関わらず、多くの家族連れが自然と親しむべく来園され、大きく花を付けたチュー
リップあるいは家庭で開花を楽しむため、まだ花が咲ききっていないつぼみのものを購入している方も沢山い
らっしゃいました。また同じ会場では、かるがもの里から出展された胡蝶蘭なども、販売され、大いに賑わっ
ていました。（4月5日）

今年も元気いっぱい！
チューリップつみとり園

国際ソロプチミスト大阪・りんくう（会長・塩谷
千歳さん）様より泉南市に対して、軽自動車（写真）
が寄贈が行われました。
これは、同会の認証10年を記念して贈られたもの

で、最近、多発している子どもたちを狙った犯罪防
止のための巡回パトロール等に活用いただきたいと
の願いを込めて贈られたものです。
泉南市でも、市民の皆さんが安心して住むことが

できるまちづくりのために、積極的に活用していき
たいと考えています。 （３月26日）

子どもたちに安心＆安全を
軽自動車を寄贈いただきました

10

ケーブルテレビのチャンネル
９では、泉州地域４市３町の地
域情報番組「わくわく！りんく
う」を映像と文字番組で放送し
ています。

但し、視聴するにはケーブル
テレビへの加入が必要です。ま
た、視聴できない地域がありますのでご了承ください。
▼1回目＝9:00～11:20（泉南市は10:40～）
▼2回目＝14:00～16: 20（泉南市は15:40～）
▼3回目＝22:00～0:20（泉南市は23:40～）
▼ケーブルテレビへの加入に関する問合せ＝ジェイコ
ム関西・りんくう局（薔０１２０－０８９－３４４）
▼問合せ＝情報管理課（内線２２７）

心
肺
蘇
生
法
の
Q
&
A

22

泉南市青年団協議会では、泉南市体育指導委員協議
会の協力のもと、泉南市内在住在学の小学生を対象
に、それぞれの小学校区内にとどまらず、小学生や
保護者や地域の方々の交流を深めるために、ふれ愛
ドッヂボール大会を行いました。低学年の部、中学
年の部、高学年の部で、好プレー、珍プレーがみら
れる中で、数多くの熱戦が繰り広げられました。大
会終了後には、抽選会が行われ、この大会に参加し
た小学生2名に「おりたたみ自転車」が当たり、ふれ
愛ドッヂボール大会に参加した小学生や主催者の青
年団の皆さんは、試合終了後も、ワクワクドキドキ
気分で楽しい一日を過ごしました。(3月28日)

出会い、ふれあい、わかちあい!
第9回ふれ愛ドッヂボール大会

4月は、いろいろな人々にとって入園入学式や入社な
どの新しい出発の時期です。この時期にいつも祝っ
てくれているかのように満開の時期を迎えるのが桜
です。泉南市内には、市民体育館前、新家種河神社、
史跡海会寺跡広場などの桜の名所がいくつかありま
すが、信達葛畑地区にある堀河ダムには、池の測道
に沿って数多くの桜があり、毎年花見に訪れる人々
でにぎわっています。堀河ダムの桜は、水辺に咲い
ていますので、少し趣の違った桜が鑑賞できます。
(4月1日)

泉南市内の桜満開!
信達葛畑地区の堀河ダム
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緑のまぶしい季節がやっ

てきました。気持ちのいい

陽気に誘われてどこかに出

かけてみたいものです。

今月はこんな季節にぴっ

たりのイベント『歴史をあ

るく』をご紹介します。こ

れは、毎年テーマを決めて、

ほぼ毎月１回、１年間にわ

たって関連する地域の遺跡

や文化財を自分たちの足で

歩いて、実際に見てまわろ

うというものです。

遺跡や文化財の見学とい

うと京都、奈良、明日香な

ど有名な観光地を巡るのか

なと思われがちですが、決

してそんなことはありませ

ん。泉南市をはじめ全国各

地どこにでも遺跡や文化財

はたくさんあるのです。『歴

史をあるく』は参加者の方

に、そんな知られていない

遺跡や文化財を再認識して

いただくために行っている

のです。

また見学だけではなく、

夏の暑い時期などには講義

や講座も併設して、より深

くテーマを研究できるよう

になっています。みなさん

もぜひご参加ください。

フィールドワーク『歴史を歩く』

～こんなに楽しい博物館・５～

シリーズ：「ふるさと歴史紀行」

『行こう古代史博物館！知ろう海会寺跡広場！』
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